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Internal structure of granitic pegmatite. By E. N. Cameron, R. H. 


Jahns, A. H. McNair and L. R. Page. 
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Petrographic mineralogy By E. E. Wahlstrom. Igneous minerals and 
rocks (1947), Introduction to theoretical igneous petrology (1950), Optical 
crystallography (2iid edition, 1951) 等 多く の 好 著 を 公 に し て いる 著者 は , PER 
び 研 究 者 を 対象 と し て 今回 Petrographic mineralogy を 著 し た 。 本 書 に は 岩石 鉄 物 の 
氏 定 , 分 類 に 必要 な 多く の 表 を 掲げ , RUC 8 TE CIEE PICA SMO © 
Meee 49RIBAZHRCHRL COS 先ず 第 1 章 で は 簡単 に 試料 の 類別 法 か ら , HEH. 
研磨 片 の 造り 方 を 述べ ," 第 2 間 で は 磁気 , 電気 , BR, 競 か け 等 に よる 試料 の 選別 方 潜 
と 化学 的 , 物理 的 試験 方 法 の 各種 に 就 い て 簡単 に 触れ , 第 3 章 で は 顕微 錯 下 に 於 ける 録 
物 の 物理 的 性 質 を 記載 し て , その 識別 法 を 説明 し て いる 。 第 4 剤 で は 経緯 鏡 合 の 説明 と 
使用 法 を 述べ , HOC data の 種々 の 図示 法 と Norm 計算 法 に 触れ , BOREL 第 
TEC 造 岩 鉄 物 を 夫々 斑 酸 塩 と , 非 弐 酸 塩 と に 分 け て それ ら の 化学 的 , 物理 的 性 質 か 
ら 産 出 状態 に 就 い て 144 CBO CHR L CS, 第 8 BILAL ZBRRO 
At 集め , BIR, 10M, 11 章 で は 夫々 央 成 岩 , Hite, ROM ER, DS 
法 に 就 い て 記述 し て いる 。 

尚 各 章 毎 に その 内 容 に 関す る 人 参 老 文献 を 章 尾 に 掲げ て いる 。 (KM SIA, 附図 178, 
表 29, 発行 所 John Wiley & Sons, New York. 1955 年 発行 , .3100 円 ) [植田 〕 


Mountain building. By R. W. van Bemmelen. 著者 は orogenesis の 理論 
に つい て これ まで 多く の 著書 を 持ち , この 方 面 の 著名 学者 で ある 。 BM (348, 造山 
運動 に つい て の BRINE), 第 2 部 (133 貢 , イン ド ネ シア 地域 の orogenic evolu- 
tion に 対す る 解釈 と 一 般 地質 を まとめ た る もの) か ら 成 り , 第 1 部 前 半 は 造山 運動 に つ 
いて の 現代 に 於 ける 諸説 を 簡単 に 紹介 , 評価 し , 著者 自身 と し て は orogenesis の 基本 
的 機構 と し て “tangential compression” に 着 成 する 。 後半 は 著者 自身 の 提唱 する 
geochemical compression に 基 い た 説 を 展開 し , Tello-Betic 系 か ら 得 た 資料 に 自説 を 
用 し て いる 。 併 し orogenesis の 原理 一 般 に つい て 広く 且つ 充分 な 知識 を 得 よ うと す 
る 人 々 に と つて は 簡単 すぎ る きら い が あ る 。 第 2 部 は イン ド ネ シア の 層 序 , 地質 時 代 か 
ら 現 世 ま で の 大 山 活動 丈 , この 地域 の 地球 物理 学 上 の 資料 に 基 い た gravitational tec- 
togenesis, 及び スン ダ 地 域 の geological evolution に つい て 詳 論 する 。 殊 に 31 頁 を 費 

(表紙 3 頁 に 続く ) 
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Hie He ORBIT 
On the clay minerals of the Kobiwako bed, 
Shiga Prefecture 


3g #S 四 Bg (Shiro Kanematsu)* 


Abstract: The Kobiwako bed, Shiga Prefecture is exposed in the 
southern and western parts of the Lake Biwa, and mainly consisted of 
the weathering soils of clay-slate, shale, sandstone and _ biotite-granite 
and many fossils are contained in it. 


The results obtained from X-ray, differential thermal analysis and 
chemical analysis, on the caly mineral composition in each bed — from 
the suriace of the earth to the bottom bed —- are concluded as follows : 


1. The clay minerals mianly composed of halloysite and hydrated 
halloysite mixed with illite and montmorillonite in small amount. 


2. The illite is generally suggested in the granite bearing bed. 
3. The soils of each bed are acidic in pH and it is favourable 
circumstances to form the kaolin group mineral. 


1. %% =f , 
風化 作用 の 結果 生成 する 粘土 鉱物 の 種類 の 水平 的 変化 が 明か に され て い 
る 今日, 地表 か ら 地 下 へ の 垂直 的 変化 も 考え られ る 。 か よう に し て 生ずる 
粘土 鉱物 は 堆積 地 の 環 境 , 当時 の 気候 , KV ISMASONFO~ Bic & 
DCESLOLHAL, 之 等 の 関係 に た ついて, 滋賀 県 の 南方 に 広く 赴 出 し 
で いる 古 和 静夫 湖 層 に つい て 研究 し た の で 報告 する 。 
本 研究 を 行う に 際 し 多大 の 助言 と 援助 を 与え を 々 られ た 塩入 松 三 郎 , ARE 
B, 上 田 健夫 の 各 先 生 に 感謝 の 意 を 表す 。 高 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学 
究 費 に ょ る も の で あぁ る 。 


Ww 


2. 地 vt 
A RAKACL PNA ROAZSI he ASM Blt, 現在 ニケ 所 で み ら れ る 。 そ の 一 は 
BE WOMA, 比良 山脈 奨 に 南北 に 長く 露 出し て いる も の で , その 二 は , 湖 の 南方 に 広 
COAL, 近江 の 委 地 を 作 つ て いる も の で ある 。 


"滋賀 県 立 農 業 大 学 
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之 等 の 地質 に 関す る 研究 は 既に 中 村 , HO), 広瀬 や , 氏 等 に よ つ て 行わ れ , Ra 
兵 や は , この 堆積 層 中 か ら 出 る 植物 の 諸 化 石 に つい て 詳細 に 分 類 し て いる 。 人 広瀬 氏 は , 
南方 に 発達 し て いる 地層 を 


下部 々 
ee {sium 
eu 


Seer: aaet FG) 5 eB 
の 様 に 分 け , ERARRBL, ZERBROCB SHWE te AeHEC SSL 
し , その 有 層 厚 は 70m に 達し て いる と 報告 し て いる 。 


第 1 図 A Ey By BY or © He N 


CORRS, 甲賀 郡 を 主 と した 調査 で , 前 記 の 古 肖 玲 湖 層 に 相当 する 層 を 佐山 陰 と 
油 日 階 この 5 前 者 は I,, 後者 は le に 属す る と GN 第 1 図 は 日 野末 附近 の 地質 
図 で ある 。 


1) 池辺 展 生 ; 地球 20, 1~20, 1933 
2) 広瀬 正 資 ; 地球 21, 9~24, 1934 
3) =ALE ; Kime He 9, 3~42, 1948 
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SRSWRORTRe ATHRMZ, PAM OHIO, BER, TE 
BARRO L Tb OBL D ERLIL RDN SLL EBS AL, BEE 
供 い 数 多く の 具 化 石 や 植物 化石 を 有 す 。 そ の 上 に 不 整 合 を な し て 各地 に 発達 し て いる 玲 
SUR, 粘土 を 主 に 含ん で いる 青 灰 色 の 層 (粘土 層 と 仮称 する ) と 砂 土 層 の 互層 より 
な り , 粘土 層 で も 下層 の も の に は 長 さ 6 へ 7cm th 2~3cm の 漂 木 が 概ね BRIG 
し て 存在 し , 場所 に ょ つて は ,-40 へ 50cm の 厚 層 を な す 事 る ある 4 
知 土 層 と 砂 土 層 の 互 層 の 状態 並び に その 厚 さ は 堆積 当時 の 環境 に よ つ て 一 定 せ ず , RH 
所 に 於 て は 5 へ 6 回 地層 を な す も の さえ ある 。 市 し て 粘土 層 も , 一 見 し て 同一 成分 の 様 
に 観察 し て も , WKS ORR, か な り 相 違 の ある 事 を 知る 。 こ の 事 は 砂 土 層 に 於 て る 
同じ で ある 。 旧 之 等 両 層 を 構成 し て いる 物質 も , 花 商 岩 類 の る もの, 秩父 古 生 層 に 属す る 
mie, the, 砂岩 等 の 岩石 層 , 或いは ホル ンジ フェ ルス の 如き 変成 過 を 主 と す る る も の, 
Ala Aide 2 SARE LER SOC, 詳細 に 調査 すれ ば , KURO ER 
CHR TSBOHEZ, BHERIC LCS, 在 在 し て いる 鉱物 も 赤 異 り , HENS 
SAD 分 級 作 用 を うけ , HBT SE Cle ZVI SABE (disintegration) と 分 解 作用 
(decomposition) D%, 鏡 下 で 観る と 各々 特 在 の 形態 と 変化 を な し て いる 。 例え ば 日 
SLED BBO 堆積 状態 を みる と , 第 2 図 に 示す 様 に , HLA 3 へ ~4 MEL, 
— SHEE BRPORMESE CARL, 第 2 層 中 の 石英 は , ZOKX ABBA LY 均一 で , 

」 候 ね 円 味 を お び , 」 他 に 多数 の 白雲 母 を 伴 つ て いる 。 長 石 の 多く は ,・ HELIER うけ 
その 形状 は 不定 で ある が , 角 は 破壊 され , HBR, 砂岩 の . 風 化物 の 集積 し た よう に 観 
られ る の に 対し, 第 三 層 に WCU ELUTE Dd, a 2 ご 
Sica BEL, 角 策 を 有 す 石 英 に 宮 ん で いる 。 第 4 層 は 
Fak EttmAaO 風化 物 か ら な り , 主 な る 伏 物 は , BH EE, 
黒雲 母 で , 外 に 少 大 の 磁 鉄 鉄 , ジル コン が 含ま れ , 長 右 及 び 黒 
雲母 は 変化 を 受け な い 。 TL CHRO HL FHS 2, HR 
第 2 層 中 に は 植物 化石 が 層 面 に 直角 に REL, Od we 
化 鉄 の 洗 淫 すら み ら れ る 外 , BRD ALNS”Y, EREOR 
央 及び 性 状 に つい て は , 1953 年 4 月 の 地質 学会 で 筆者 が 発表 
し た 所 で ある 。 石英 が 円 味 を 或 び て いる の は , BS CKO 
作用 に 因 る 事 は 明らか で ある が , 山地 か ら 堆 積 地 に 運搬 され て 
くる 問 に うけ る 結果 の み で な く , WCAG, 湖 流 に よる 短 
転作 用 の 影 絡 も 見 逃し 得 な いと 考え る 。 か か る 場合 , 流れ の 早 
い 場 所 で は , 渦巻 の 形状 に 依 つ て 異 つ た 集積 型 を HES BER 
られ る 。 

ANE? は , WIAD OME, 減衰 と 共に 粒子 を 集積 する が , ZORA 
る 集積 物 は , 分 級 作用 に よっ つ て 局部 的 に 周囲 の 粒度 分 布 と 異 つ た 分 布 を 示す と 報告 し て 
いる が , HESWEBOM—OBCh, 場所 に よ ょ つて 各々 異 つ た 集積 型 を 残し て いろ の は 
注目 すべ き 点 で ある 。 


1) SR PSUR ; 地学 研究 1, 39~41, 1954 
2) 木村 春彦 ; 地質 学 誌 誌 61, 103~116, 1955 


226 OG BK MD WK PR S&B 


HERGIE CHE, TV FRUAKOVRE, 最も 装 し い の は 鉄 で あぁ ろう 。 例 えば 徳 谷 の 堆 
積 状態 は 第 3 図 の 様 で ある 四 つ の 粘 士 層 中 の le 以下 の 試料 の Na CO; CRT 
る SiO。 の 量 を 定量 し た 結果 , 第 一 ・ 第 三 の 両 層 は 比較 的 脱 壮 

3 酸 作 用 が 行わ れ た が , 第 2 層 ( 含 植物 化石 ) は , この 作用 が 不 
活 閥 で あつ た 事 が わか つた 。 惑 ら ちく 本 層 は 後述 の 様 に , HOw 
比 し て pH 氷 低 か ふつ た 交 と 思う 。 叉 鉄 の 移動 も 周囲 の 状況 に よ 
つて か な せり 相 違 の ある 点 水 認め られ る 。 中 で る も る, 最も 関係 の ある 
の は 地下 水 で あろ う 。 地 下水 で 飽和 浸漬 の 層 の 下 で は , 選 元 状態 
に ある 関係 上 , 青い 層 を 作る そ 。 地 下水 の 上 下 の 動 き は , 土壌 の 
組織 , PRES ICLOTCRASM, 粘土 を も つた 和 孔 険 の 少 い 堆積 
FO, 全く この 動き は 停止 し て いる 。 従 つ て 上 下 の 運 動 に よ 
DOES NAR BRC EDC, 土壌 の 色 と 集 積 の 状況 が 異な 
る と さえ 云わ れ て いる 。 各地 の 堆積 状態 を みて る も 概ね 鉄 層 が 粧 
土 層 上 に み ら れ る の は , BD, 組織 の 粗い 砂 を 通過 し た 地下 水 
DEL O_E CL, 水 に 落 解 し た 亜 酸 化 鉄 は , こ こ で 酸化 さ 


BL 分 析 成 積 ( 土 壌 分 析 潜 に 依る ) 


S; 病 土 層 C; tthe 


SC ; WAKES 1g 2 3 層 | 48 
レム た > Pa RV or 0 0 0 
れ て 酸化 鉄 と な り 集積 し た も の oat BEER 0.359} 0.44%) 0.46%| 1.689 


t+ 65. M#2)80 humus の 10% ORE | 
下 に 鉄 層 の 生成 を みる の は , BH 。 一 ダ に 深 け る | 24.92) 17.387) 24.65] 20.67 
RUE EOE ee 

物 や , その 他 の 有機 物 の 分 解 作用 4 cE R IN AES ZS | = OAD 
ATSC, 植物 及び 周囲 の 水 に 


wks os DORR BexnO; 5.90 PAU 00 3.60 
BMoAMMeAGH, この 際 雨 水 , 
が ある と , 座 植 醸 は sol と な つ OR 4.10 1.10 2.50 2.10 


Ck EFS, 浸透 ———— 
<nystiic Fe, Al Sa ge ake a 49.73| 63.89| 57.35 | 55.38 
爵 質 物 に と か され て 移動 する が , a ates ; ! 
ある 所 で 再び 沈 積 し て ortsteim 人 3.62 5.71 1.61 0.50 
を 作 そ 。 


1) FERADURR ; 地質 学 雑誌 (論旨) 59, 333, 1953 

Picea Kovibat (472 OBR), Pinus Fujii MIKI (フジ イマ ツ の 果実 )) 
Pseudo loomist Simpson (か わた が い ) 及び Rristaria pricata Spatiosa (か ら 
すみ ) の 化石 も 下部 粘土 層 中 か ら 見 出さ れる 。 SARIN, Picea Koribai & と 
Pinus Fujit MIKI は , 共に 第 三 紀 鮮 新 世 の も の で , 淡水 の 堆積 地 に 生育 し た も の 
の 様 で ある 。 前 者 は , FAME CO, 成長 当時 の 気候 は , 夏 の 気温 は 現在 と 比べ て 
大 差 な い が , 冬期 は 今日 に 比べ て 温暖 で あぁ つた と 報じ て いる 。 
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oan. aby See ae ge 

著者 は , BE, 徳 谷 の 堆積 状態 に 鑑み , SHIRL CHS HWE OLR 
つい て 詳細 に 調査 を 行 つ た 。 即 も 上 層 か ら 各 単 層 毎 に 層 厚 を 測定 の 上 , 試料 を 採取 し た 。 
同じ 単 層 で も 数 ヶ所 か ら 試 料 を 採取 の 上 , よく 混 じ た 後 , BRIO HELE 
り , 2mm 以上 の 春 は 飾 に 依 つ て 除き , こ の 飾 を 通過 し た 部 分 を 下記 の 潜 で 粗 砂 (Coar- 
se sand, 2~0.2mm), 細 砂 (Fine sand,0.2~0.02mm), @R (Silt, 0.02~0.002 
mm), RUE (Clay, 0.002 mm 以下 ) に 分 けた 。 先ず , BERELLAHE REE, 
20g FEL, 6 % の 過 酸 化 水素 水 を 加え て 加熱 し , 有機 物 を 除去 し た 後 , 所 定 の 方 法 
に 従 つ て 処理 し , 0.2mm の 飾 で 粗 砂 を 除い た 懸 濁 液 か ら , UNV PRICK), BOR 
び 粘 土 を 定量 し た 。 即 も 懸 濁 液 を 振 省 後 円 答 内 に 移し , 1 立 と し , SKS (RB 
iP LBB TS. SEEK SHE, 微妙 の 沈降 速度 を 記録 し た 表 に 依り , ENVY) 
で 円 筒 内 の 所 定 の 探 取 部 位 の 深き さか ら 各 々 を 陀 り , BER, 衝 量 し て 百分率 を 算出 する 。 
IED RIC L CHEE OR ES, 0.002mm 以下 で あぁ る が が , 分 析 , X 線 , 示 差 熱 分 析 
に 用 いる 場合 は , 更に 次 の 方 法 を 用 いて 粒 径 0.001mm 以下 と する 。 BS, 円 答 か ら 
採取 し た 粘土 を 遠心 分 離 器 に 移し , 一 分 間 に 1000 ERRORS 28 秒 続け た 後 , 上 
POUR Ee 7} VCS sg Ie HT ee 
~3 滴 添加 する 。 上 部 が 浴 ん だ 後 更に 達 
心 分 離 器 に か け , 一 分 間 に 3000 AaiK OD 
速度 で 30 分 間 行 い , BRRELCLE 
液 を ルツ ッ ボ に 人 れ 蒸 発 乾 固 し て 供 試 料 と 
する %。 
$2 LOBEL AWC ROH 
を 行 つ た 結果 で , 採集 地 は 第 4 図 に 示 
す 


BAR A We th (FN) 


B2RiAT Rc, BeIcKVY Se 
は , 粘土 層 と 砂 土 層 と OHBL) な る 
が » 一 見 同一 の 粘 士 層 と 考え て も , DAT 
の 成績 の 示す が 如く , むし ろ 砂 土 層 と 見 
BMT OREBAOGR SHV, この 様 な 場 
PUCK, BU URis Omen we 
の 粘 主 層 に 比べ て 動き 易く , 従っ つて 鉄 の 
TOAD He Bo Ns 

次 に 各地 層 の 粘土 層 か ら 分 離し た 1k “= 
以下 の 粘土 に つい て , ERM ORME 
決定 する 為 示 差 熱 分 析 と X 線 を 用 いて 実験 し た 。 


4 示 BRD 衝 


本 実験 に 供し た 試料 は , BF 246, BA 1.5, BB, 今 都 の 粘土 層 中 の 粘土 で , RE 
熱 曲 線 は 第 5 図 の 通り で ある 。 


228 a 7 WB OR MK 
B2R: (HOBSUL CK BDH 1, 2, 8… 
a ri 
yy 所 fey EE ig 名 oD | OD Om | KE Ot 
= 
別 PR) | 4.40 以 上 Hee ( 栓 化 ) 9.92| 15.69 0% 
(2) Set22710) DANS 0.99] 6.67 91.99 
S)icleta20) DEGAS 4.10! 15.02 80.80 
徳 会 1) | 1.50 以 上 | エエ ig 0.40} 47.90} 32.90! 18.30 
(2) | 1.00 ” 0.10} 45.80! 43.90, 9.60 
(3) | 3.00 DEEL 0.10) 55.60} 31.40) 12.40 
4) | 3.00 ” 0.10} 35.50} 37.50} 26.00 
ot | 
x 4(1) | 1.70) Be 90.74, 4.71; 1.52] 0.88 
2) | 1.00~ | See (AE) ' 2.87/ 54.23} 25.40} 15.10 
(3) | 0.70 POLS 50.19} 35.25} 6.401. 4.73 
(4) | 4.50 4i 0.58, 61.02) 24.62) 10.98 
5) | 1.00 Po +SS 10.12) 40.00) 30.23 14.20 
(6) | 0.80 seit eB 2.29| 39.93] 32.08] 24.20 
(7) | 5.00 DEE 83.00, 8.99 2.70 3.73 
* & 月 (1) 4.0081 6 BEE (A) TEAS) OI OST estes 2.95 
(2) ob 1.85 42.47) °36.20) 14.13 
(3) nS 00 iS 64.23) 23.21). 3.30 3.95 
AGA O(1) | 15.00 以 上 BAR 83.13] 11.24, 2.68) 2.30 
(2) | 3.00 粘土 選 0.50| 56.65| 26.65) 15.40 
(3) | 4.00 ToL 1.82 65.73] 23.89 6-78 
(4) | 4.00 砂 土 層 0.60 52.24 34.87 9.13 
ARK : 
佐久 良川 (1) | 1500 以 上 | PEPER hl 0.15} 61.46 27.03 9.05 
(2) | 6.00 eee 74.86) 17.41| 4.23 3.25 
3) | 10.00 self fs 0.12; 53.45} 29.80) 13.10 
(4) | 7.00 WEE 0.24 56.66, 26.13; 15.50 
日 野村 谷 幅 (1) | 7.00 以 上 kee ( 漂 木 ) | 1.231 47.22] 33.701 16.40 
2) | 5.00 cee Ie | 1.80} 46.00) 37.660) 11.65 
虫 生野 (1) | 4.00 以 上 FR 72.35, 20.741 3.601 9-93 
(2) | 8.00 | Ri: fg 0.04| 64.50| 28.30 6.24 
2 A +5 | 25.50, 32.78| 16.58|. 48.65 
(SpA neerOO WANS |) 13-01) 27235). 6.85) 545 
(3) | 1.50 砂 質 粘土 層 1.48| 38.77; 39.08) 15 30 
(4) 0.30 | Abe 35.28 51.48) 7.50 4.30 
5) | 5.00 *5 CS SSS ns 
6 _ BRL | O76) 45.04 24.58 17.00 
大 | 粘土 層 0.21} 59.95 31.40 7.85 
F | ” 2.18) 39.55} 48.67 9.20 
At 脇 | ” = 48.97/ 39.20] 11.62 
eels xR B.S. a es OC 
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本 図 で 分 る 様 に , 慕 谷 産 の も の は いう れる も 100~120°C で 著しい 吸着 水 の 脱水 を , 
530~540°C で OH の 脱水 を 示す 。200~500°C 間 は 多少 異 つ た 曲線 を 示す が , 300 
°C 前 後 の 発熱 は , 水 酸 化 鉄 た 因 る る も ので, 900°C 附近 か ら み られ る 発熱 ピー ク は 恐 ら 
く 脱水 想 か ら 新 し い 結 品 相 へ の 変化 で あろ う 。 曲線 か ら は 加水 ハロ イサ イト と 思う が , 
この 外 700°C VCH THE VO BRBE -—7EAZRASK, モン モリ オナ イト が 存 
在 し て いる 事 も 差 え られ る 。 葛木 産 の も の る 大体 慕 谷 産 の も の に 上 類似 し て いる が , (1) 
DA 700°C の 吸熱 セー ク が が なく, COMGBEROFS ME, いづ れる も 墓 谷 産 に 似 て 
加水 ハロ イサ イト と 極め て 僅か な が ら モ ン モ リオ ナイ ト を 伴う も の と 思わ れる 。 


ノレ ルコ X 線 分 光 器 OEM, 銅 ) に よる 実験 
本 実験 に 供し た 試料 は , APRON 14 以下 の 粘土 で ある が , 実験 の 結果 , DEER 
FEO, 各 試 料 中 に 石英 氷 多 量 に 存在 し 多く の 石英 の ピー ク を 見 た 。 土 幸 粒 子 を 如何 
iM AICS L Ch MAMMEDORERBAZOC, 之 を 完全 分 離す る 事 が 大 切 で あぁ る 。 
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第 3 吉 
x 谷 | S x 
NOI WN Wigs No. 4 No. 6 No. 1 No. 3 No. 5 
S92 
w 12.628 w 12.998 
s 10.163| m 10.281| m 10.048! w 10.281) m 10.281 w 10.163 
m 10.048 
w 8.268 
WW GMOS OD IES 
w 6.416 
w 5.945 
s 4.250] s 4.448] m-s 4.461] m 4.506) s 4.483) s 4.506) w 4.982 
m 4.230) s 4.250] m-s 4.270) w 4.270) m 4.250) m 4.270) m 4.483 
m 4.022) w 4.040) vs 3.351) w 3.769} w 3.801} m 4.230 
sm 3.9341 w 3.633). vs 3.351] w 3.209! w 3.707) vs 3.351) w 3.520 
m 3.866) w 3.520) m 3.209 w 3.547 US- 3.338 
m 3.475) vs 3.264 US 3.338 w 3.197 
USE StS LEls) ) S197, 
m 3.186 
m 2.949) s 2.577| w 2.978 w 2.563) w 2.998) w 2.738) w 2.779 
vw 2.563) s 2.563) m 2.577) w 2.468) w 2.599} w 2.570) w 2,585 
m 2.455) s 2.455) w 2.461) w 2.286) w 2.570) w 2.461) w 2.389 
m 2.281) m 2.237 WD 2. ONS oR ZS8 w 2.131 
Wee 2237s a 2.286 
vw 2.196) m 2.127 
m 2.127 
m 1.977| m 1.817) m 1.820) w 1.997) w 1.270) w 1.887) w 1.817 
s 1.817) m 1.666). w 1.672) w 1.820) w 1.862) w 1.544) w 1.628 
w 1.712| m 1.640! w 1.661] w 1.675) w 1.544 w 1.503 
m-1.541| m 1.541] w 1.544, w 1.546 
w 1.384, w 1.505) w 1.376) w 1.423 
w 1.371) m 1.375 w 1.376 
m 1.355 


実験 の 結果 得 ち られ た 和 廻 折 模 様 は 第 6 NM の 通り で ある 。 こ の pattern か ら d の 値 を 
算出 し た 結果 を 示す に 第 3 表 の 様 で あぁ る 。 

以上 の 定 験 数 値 を G. W. Brindley!), M.C.Mac Ewan, E.Grim?), #ARER?, の 
表示 する diffraction data と 参照 し た 結果 , 各層 共 halloysite と hydrated hallov- 
site が 主要 粘土 鉄 物 で ある が , 示 差 熱 分 析 並 びに 化学 分 析 の 結果 か ら 少 量 の illite と 
montmorillonite を 含ん で いる 事 を 知 つ た 。 然し X 線 の 結果 kaolinite の 7.20A 
(001) 及び 3.57A (002) ' を 欠い て いる 為 め 本 鉄 物 の 存在 に つい て は 早急 に 断定 は 下 
UBRWtBxBo 

次 に 各地 の 層 に 於 て , 実験 結果 1 の 値 が ある 鉄 物 に 似 て いる に も か ゝ わら ず , その 
KIND 1 が 余り に 異な る 点 の 多い の は 葉 ち らく 一 つの 鉱物 中 に 不純 物 の 混入 し て いる 導 
めか , 或 は 全く 予期 し て いな い 他 の 釣 物 が 含有 され て いる の に 因 る の で な いか と 考え る 。 
BA OB INCH T2 45A DRURAALSNAZOI, 未 差 熱 曲 線 に 示す 300°C HBO 


1) Brindley ; X-ray identification and clay minerals p.71, p.124. 
2) Grim ; Clay minerals p.88, p.89,p.94. 
3) BURRA ; took Page U1. UT (1) 


徳 谷 今 HE 7 & A 
No. 3 No. 4 No. 1 No. 2 No. 2 No.-3 
w 13.598 
w 10.402) w 10.048) w 10.281 m 10.048 
w 10.048 
w 9.048 s 9.935 
w 7.081 m 7.021\ m 7.314 
w 5.010, m 4.461] m 4.483] m 4.461]. m 4.955! m 4.719 
w 4.506 m 4.250! w 4.076 m 4.670) s 4.439 
m 4.004 Se 46d as e450) 
s 4.250| m 4.040 
s_ 3.338] vs 3.302] s 3.351] w 3.520) m -3.753! m 3.769 
w 3.220| w 3.231 s. 3.338) s 3.692 s 3.707 
w 3.186 w 3.506} w 3.590 
m 3.197) w 3.266 
w 3.197 
2592] w 2.771| w 2.556 m 2.9781 ” 2.998 
m 2.563) -w 2.706 w 2.127) -s -.2.556 2 373 
2.461] w 2.577) a. SYR 
2.216 w 2.001; @ 2-332 
AE lag a w 2.185 
w 1.503) m 1.820 1.910 
WwW F 5 
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HE —7 LPR ASL, 水 酸 化 鉄 た に よる も の と 考え られ , 堆積 当時 の 特異 性 を 示す 
DC, 概して 各地 の 下層 に 多く 見 れ ら る 。 
5. 8 論 

1. 滋賀 県 南部 に 堆積 し て いる 古 琵 零 湖 層 は , 主として 秩父 古 生 層 の 風 
{CMROLNEE < TEMA RULER MD birt 

2. 堆積 物 の 分 布 区 城 は 凡そ 2 つ に 分 けら れる 。 そ の の は ECR 
生 層 の 岩石 (Kite, Aa, 砂岩 等 ) の 風化 物 か ら な り , 東方 より 運搬 さ 
れ た も ので, ASA (日 野 , RE, BE) 附近 で み ら れ る 。 そ の 二 は 花井 
岩 の 風 化物 か ら な り 柄 方 及び 南西 より 流 信 し て , 現在 水 日 (Oka, PER) 
足 生 川 附近 の 堆積 層 を な す を もの で ある 。 Benin S25, Pn 
然 と し た も の で な くさく, BUSEMBOVEGL CRBeitTHASs 

3. AES CASH SRE, [UR ales 

4. 一 般 に , 日 野川 の 左岸 の 地層 の 下部 (標高 170~175m 附近 ) に 
は , 殆 ん ど 地 層 面 に 並行 に 薄い 漂 木 の 堆積 を みる 。 涯 木 は , 鎌 掛 の 下部 を 


ぐ 


bo 
o>) 
to 


BBB ME RB as 


第 6 図 tt D ia i oh im 


fed pet APO Ab, Bb < SCOMPDRML EG OLBZDNGS 
ML CLEOPR, 層 面 に 直角 に 植物 化 右 を 伴う 。 之 は 当時 湖 に 生育 し た 
OR DMNA, 
5. 他 の 漂 木 層 は , 標高 190m 附近 に も ゃ ある が , その 草 は 極め て 少く , 
主 に 伴 谷 地方 で みる 。 

6. Suni bN CS Hew POLL, EELC WAVY 
Shine, BR, 加水 ハロ イサ イト と ハロ イサ イト に 富み , 層 に よ ょ つて は , 
少量 の イラ イト や モン モリ オナ イト を 含ん で いる 。 

7. 各層 と る ゃ , 概ね 酸性 を 量 し , ZOAAA YY RMOARY BML 
EN EL cera 

8. SEMEL UCHMAAL OTe SRR, イラ イド の 存在 を 明らか 
FA é 


9. 各種 岩石 の 堆積 物 を 混合 する 場合 は , WSR ES UMA So 
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SS AARNE WGA SOM ¢ BIBRA RS (予報 )* 
The preliminary study on the basic and the ultrabasic 
igneous rocks in the vicinities of Mt. Uhu, Aichi Pre- 
fecture. 


Be FF 宏 (Hiroshi Asai)** 


Abstract : The basic and the ultrabasic igneous rocks intrude 
between the phyllite of the outer metamorphic zone of the median tectonic 
line and the non-metamorphic sedimentary rocks. 

The succesions of the igneous activities are following, 
metadiabase and metamicrogabbro, 
metagabbro, 
metagabbropegmatite, 
albitite, 
schistose-gabbro, 
relict olivine pyroxene serpentinite, 
serpentinite, 
diabase. 

These rocks are formed at the stage of the tectonic movement in this 


districts. 
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この 研究 は , BHAROMPCRL COZLERDNZ—COMRMIZAAL TSH 
HEME + RE 性 火 MEO DHE 述べ それ に 基 い で 考 えら れる これ ら の 岩 夏 の 形成 の 
順序 及び これ ら の 岩石 が いち じ る し い 樽 造 運 動 ) の も と で 形成 すら れ た も の で ある こと 
を 述べ た も の で ある 。 

作業 は 1945 年 か ら 1947 年 に わた つて , 超 塩 基 性 岩 類 の 総合 研究 の 一 つの 課題 と し て 
な され た も の で あつ て , Kis, 変ら ぬ 御 指導 , 御 討論 を し て いた だ いた 北海 道 大 学 鈴木 
BAL, HRB, 橋本 誠二 両 助 教授 , IMRAN LAE, CR 
院 聞 質 調査 所 北海 道 支所 番場 猛夫 , BARK ES ORME OMT V—-7OK 
々 に 厚く 御礼 申 上 げ る 次 第 で ある 。 尚 , 三河 大 野 ( 五 万 分 の 一 ) の 図 幅 の 調査 に あたら 
れ た 生業 技術 院 地質 調査 所 間 藤 正 次 技 党 に いろ いろ と 通信 に よ つ て 御 教 え を いた だ い 
た 。 作業 に あぁ たつ て , 北海 道 大 学 理学 部 地質 学 鉄 物 学 教 蜜 の 設備 を 使用 させ て いた だ き , 
現地 で は , 愛知 県 八 名 郡 八 名 村 中 字 利 , 森 桂 堂 民 に 御 尼 介 に な つた 。 叉 , 作業 に 人生 つた 


+ Bde - 愛知 県 二 生 塩基 性 火成岩 体 , 地質 学 雑誌 56, 260~261, (BS), 1950 
** 北海 道 学芸 大 学 地学 教 記 
1) ANSE: 西南 日 本 外 帯 の い は ゆる 御 荷 鍵 系 に つい て , 地質 学 雑誌 56, 332~ 
344, 1950 
小島 天児 ; 三波 川 変成 の 講 問 題 , 地球 科学 , No. 6, 63~71, 1951 
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E 山 近傍 の 地質 図 
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A BEM clY] ob SSSA EEE 3K 

meee FES aS HS = ーー Py 

I Ti KE) | 
A MIZE BRACE, BABE, C BEREAN 7T TI 4 >, D REAR BIER EOE, E RRR, 
TAs, G ixitite, H Rath (RETMEESE), 1 チャ ー ト , BE CRE, EH, Heer, 


Hieee, J Alka, KURU. 1 豊川 ) 2 SAI, SAR BAK, 4 MOVIL, 5 宮寺 川 6 ARI, 7 AL, 8 BRL, 
3 AS), 10 字 利 峠 , 11 中 字 利 , 12 BN, 13 WAKE, g oy BRP HOPEM, a cP) Y RESEG HO RH. 
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: 一 部 の 経費 は 文部 省 , 科学 研究 費 交 付 金 に よ つ た 。 こ こ に 各位 に 心から 調音 を 申 上 げ る 
次 第 で ある 。 
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この 地域 は , 愛知 県 の 豊川 の 中 流 部 の 南東 方 , 約 8 キ ロメ ー ト ル の 愛知 
県 及び 静岡 県 の 県 境 附 近 に ある と ころ で , 飯田 線 の 新城 の 南方 約 10 キロ 
メー トル の 附近 に ある 。 し た が つて 豊川 を 店 心 と し て 存在 する 所 請 中 央 構 
造 線 の 南側 ( 外 帯 ) に 属し て いる 部 分 で ある 。 

こ ゝ > に 述べ よう と する 塩基 性 ・ 超 塩基 性 火成岩 類 の ALAN Aaa 
a, 千 枚 岩 等 か ら 成 り , 南側 は 不変 成 の 堆積 岩 か ら 成 つて いる 。 塩 若 性 ・ 
RAE KM Blt, 北側 に 分 布 し て いる 岩石 の 中 の 和 手 枚 岩 類 と 南側 に 分 
布 し て いる 堆積 岩 類 と の 間 の 不 連 続 的 な 位置 に 形成 せら れ た も の で ある 。 
本 地域 の 千 枚 岩 類 は 黒色 千 枚 岩 , 線 色 千 枚 岩 等 か ら 成 つて いて , BEE 
超 塩 基 性 火成岩 類 の 南側 の 堆積 岩 は チャ ー ト , ES, 粘 板 岩 , 硬質 砂岩 , 
mB, FRB ROG KBE be, ROCHE? と され て いる 。 
走向 , ERNE, 北側 , 南側 の 両 導入 母 岩 と も に , 部 分 的 に は 可 成 り 不 規則 
に な つて は いる が , KL, 東西 の 走向 を も ち , 北 に 40 度 内 外 , AS EC 
0 る 

上 記 の 如く 岩 質 の 上 か ら 不 連続 な と ころ に 位置 を 占め あて いる 塩基 性 ・ 超 
塩 革 性 火成岩 は 南北 は , 約 5 キ ロメ ー ト ル の 市 を も ち , 東西 で は , M1OX 
2 の ES 

CHnbLORAIAH iA, MAZES H a, ABA, BENS 7 
A}, FORBA, Bie aR areila, TERCE ROW RAED 6b MO 
Talay, 

この 塩基 性 ・ 超 塩基 性 火成岩 類 の 西方 の 延長 に あたる 吉祥 山 の 附 近 に は 
YERIBe ANTEC, ERICA RBM LILAC, BRAD HL OC®, 
前 述 の 塩基 性 ・ 超 塩基 性 火成岩 類 の 被 痢 入 母 岩 と 略 こ <, 同じ よう な 走向 , 
NB Ble 4 OTD 

だ が つて 上記 の 諸 岩 類 の 中 か ら 『 特 ご AHRICAAL Cl SHE 
性 岩 類 を あぁ あげ る と 次 の 如く な る で あら . う 。 すなわち, 

1. 黒色 千 枚 岩 類 と 共存 する 緑色 千 枚 岩 類 

2. 1 ょ り も 変成 度 の 進ん だ も の と 老 を られ る 角 半 岩 類 

3. FED ECM SNK LBZ, Mb, この 地域 の Eas 


) PRE; 三河 大 野 図 幅 説明 書 』 MBI RIO AS 1952 年 印刷 せら れ た 。 
2) 斉藤 正 次 ; BiH i 
3) 戸 刈 賢二 ; 愛知 県 八 名 郡 吉 湊 山 附近 の 地質 , 北海 道 大 学 修業 論文 , 1946 
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re. 


hte HD SROKA QA, MAZES, ZBERe, 
ESEIGE NRT I 4b) 

4. 30-#OBEDM, VSUSL<S MET 5 TORbDE BxbM 
De RSER a 

5. PROCHAEBOHICRREL C\ SRK, SDR 

Lg SDCHSo 

RPE KREUILEBACHALCAD, MAME, BEBO 


肉 部 か 又は , APRESS ¢ BARC ORICA AT SP, BS, 千 枚 ・ 


2, 角 関 岩 , 秩父 古 生 層 の 中 に 小 規 模 に 分 布 し て いる も の で ある 。 この 
ch, 細 光 変 夷 炉 岩 と 千 枚 岩 と の 間 に あ る 霞 塩 基 性 火成岩 が この 地域 で 最も 
広い 分 布 を 示す も の で ある 。 

本 地 或 の 浜 積層 は 黒色 千 枚 岩 , REPKRA, MAR, 蛇 紋 岩 等 を 
PBL CVC, 圭 に 宇 利 川 の 流域 た 露出 し て いる 。 (地質 図 参 照 ) 


Til PSS e MBREKRNSROER 


この 地域 の 主要 な 塩 若 性 ・ 超 塩 若 性 火成岩 類 を 形成 られ た 順序 に 示す 
OEE TE 

1. APAZERBOM ERO ch LRP S 4 RRS 
ZED NG 
FESEME EST <I 4} 
Rea 
HraRBE MR 
Fee i BE a EE a RE BU RO RESUS 

7. RG ue 

LILERBAXIEMST 4 O CHILE ¢ HERE KO oh CFERRIC 
Pie echt ee PARE CSS 

ERROR EAS & RRICFEL TVS, HES & RAPER RS & 

‘See ei REDE SILER EOC, WEE 
EBL OOM HOC, その 構造 の 走向 と 傾 任 は 略 <, 東西 性 で あつ 
て 直立 し て いる 場合 が 多い 。 し か し 局部 的 に は 可 成 り 不 規則 な 構造 を も つ 
て いる 部 分 も 存在 する 。 

ZLB AD PREC OT, 細 粒 変 次 炉 岩 と の 関係 を 具体 的 に と 明らか に 
な し 得 な いかが , MAZES AIC BAL COS 4 OE#ZbNZS, 

SLAB Ra & OBR Hb alte Liev .o ARM XK 7 <I 4D 


SER ee) 


Gan ty We 


pie 3 ee bares ieee 
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Cll RETO BEM TI 4 POSE ORLA OASBEMB I 7 4 PD 
(CML CUS CED, 陳 座 峠 , 字 利 幅 , ASAE CMB SNS. LAL 
細 潤 変 間 覆 岩 の 中 に 著しく 粗 灯 に な つた 変 玲 橋 岩 ペグ マタ イト が な が 観察 され 
る 場合 が ある 8 

AlLEICRPERBE RT SY 4 ICHAT S 4D CHP N 7 4} 
Di, MAIC HLRAEL CZ OPAC L RENE IRRIC IH 20 セ ンチ メー トル ー~ 
30 YF A—bVELOTHALEMES BREAL Cl Bo 脈 状 部 の 末端 
部 は 分 枝 し て 次 第 に 変 班 柱 岩 ペグ マタ ええ 下 に 人 りこ ん で いる 。 

5 は 本 地域 の 塩基 性 火成岩 体 の 周辺 部 又は 岩 体 の 内 部 に 部 分 的 に 形成 
られ て いる か , 又は 角 関 岩 の 中 に 腺 胎 し て いて , AAAS Ee SCI EEG 
岩 が 片 状 た と な つた も の と 思わ れる 。 ; 

6 は 産 状 に ょ つて 壮 察 すれ ば 次 の よう に 区 分 せら れる *。 

a. © OMIROE BT BAL oT BREE KIC CE in RE Ae Be 
BETO DS. CL CHR TTI 4 HEL CS. TAR 
RL ARES SS CE と の 間 に 痢 和信 し て いて , EIC ROU A OAH ICR 
計る 8 

b. 細 泡 変 夷 米 岩 又は 変 夷 炉 岩 に 明確 な 境界 面 を も つて 導入 し て いる も 
DC, 直径 は 20 メー トル ー~ 350 メート ル 内 外 の 円 形 の 痢 入 岩 体 で ある 。 
細 料 な 変 夷 柱 岩 ペグ マタ イト を 捕獲 し て いる 。 

c: 変 導 米 岩 と 纏 状 構 造 を 示し な が ら 存在 ど て いる も の で ある 。 雨 生 山 
OS LEAL RO Ss Bw OABAm CHA bn, MAW OR Ewch 
られ る も の は , FOPGRBECEA, 傾斜 は 東西 で , Mic 80 度 傾き , 富 
山 附 近 で は 走向 は 北 45 度 東 , 南東 に BORE A Cl SOR ARE OI DO 
後 た 運動 を 受け て , 可 成 り 乱 れ て いる よう で ある 。 

d. 主要 な 塩基 性 ・ 超 塩 藻 性 火成岩 体 の 被 郊 入 母 岩 の 千 枚 岩 類 , 秩父 古 
生 層 の 中 に 一 見 し で 独立 的 た 導入 し て いる も の で ある か が , ERICH © 
超 塩 芸 性 火成岩 体 の 近傍 に 集 つ て いる 。 何 れ も 小 規模 な 導 入 岩 体 で 直径 数 
十 メ ー ト ル 内 外 の も の で ある 。 

e. 雨 生 山 の 西 方 延長 で ある 吉祥 山 及 び COLCA HT CAN ale 
接 に 共 伴 し て いる も の で ある 。 大 規模 な る もの で る 200 メ ー ト ル ~ 300 メ ー 
トル の 直径 を も つて いる に 過ぎ な い 。 

7 (SHURE YE CV SLBAbHNALOCHPMCHYT, Bal 


1) FHS; BRA, HR, p. 494, 1943 
2) BIE ; AALS K MaKe OME, 北海 道 地質 要 報 , No. 15, 
5~8, 1950 


De Fe aa it~ ee nr “ Brak =f Cr 9 PO eB as et oe BN: ーー 
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出来 る 程度 の も の で , ARADHEC, PSHEVAINIICHET 5. 


V2 質 

変 緑 岩 は 比較 的 新鮮 な も の は 特有 の オフ ィ テツ ク 構 造 を 示し , BHA, FIVE 
B SRA (VY), 緑 泥 石 , 磁 鉄 鉄 を 成分 鉄 物 と し て いる 。 鈴 長 石 は 大 部 分 
が ソー シュ ユル 石化 を うけ て いる も の が 多く , 原 岩 の 構造 を ほとん ど 価 い 得 な い 程 度 の も 
の で ある 。 

MHASH BIRR, REAM ARA, 緑 泥 石 , 磁 鉄鉱 を 成分 鉄 物 と し て 
WSR, ENICPARARMENS. ソー シュ ユル 石化 作用 を いち じ る し く 受 け て いる 。 
輝石 類 は 比較 的 容 定 な 状態 で 存在 し て いて , ZC OG SARE 7 RRR 72 OTT 
ZONA TCHRINCHS, CORBO-MieHA, BEA BANA, mIEA, 
BeshlA, ~FUYEA, MRE LU RMABERSOC, BRALRRL CBRE, 
BAMA, MEA, BEBNASABRYLNTWS TF) vy BAL Pls) BRAL 
BRL CHBERT DD LRMIEAKAENTNEAMS BERT OLOLMRSS. PB 
石 は エ ヂ リン と 共 伴 する 。 

ZASEM at BhAR iA, ADA, BEANA, SRA, RICA, BRD 5 KO 
CwSo MRAILY —YAVAlET So 

BEGBATVTIA PUBRAY BAR, VY 3278, BERNA, BREESE 
BOO TUS SPRACHE FESR (— RYE AES S) , 緑 泥 石 , イル 
FFA PBAMAZ LEBSH So MAMI SUSU BHT SMR SN TB 

RAs 本 地域 で は , 多く は BHATTI 4 bic RNS SRA AE Tw 
て , MERA, SMR, RIE, 7 PF -AORRICROTWSZLERBWo RM, VK 
USE OD AINA CAEL TW So 

FrARBEAG AE PERE RT OL MBB 

Be re SE a RECs SCS REBUT OV TRAASZILELTSS (a, b, c, d は 産 状 の 
項 の 岩石 に 対応 する ) 

a. SiS A REGHEM AC, ズン 岩 質 の も の か ら 10% 内 外 の WHRARBEt 有 す 
る も の まで あつ て 徹 槻 石 は 蛇 紋 石化 が いち じ る し い 。 煙 石 は 部 分 的 に 福 色 角 関 石化 し て , 
蛇 紋 石 の 間 を うつ づめ て 他 形 を 示す こと が あり , 又 緑 泥 石 化 を 伴う こと が ある 。 

b. Fin AEA KERCa C. BUA OA DIC 他 形 を 示す 単 斜 煙 石 が 生成 され , 更に 
MANIC MEANAIET SO LMHS. BAIS 蛇 紋 石 化す る 部 分 の 少 い も の が 観察 さ 
れる 。 hia, BA EOA Rs 9 以上 を 示し て いる 。 

C. 由 紋 石 の 密集 塊 と な つて 原 岩 の 構造 を 伺う こと が 出来 な い 。 

d. AR MERCH ORAL な つて いる が , ウラ ル 石 が 部 分 的 に HAE ROTH 
Do WRB kUARILLRDDL BALIN], PUMA LEO 容量 比 は 9 以上 に な つ 
Two 

煙 緑 岩 は 先 に 述べ た 如く 終 長 石 の 新鮮 な も の が 観察 され る 。 和 舗 長 石 , MAG, Se 
Al, 磁 鉄 鉄 が 主要 な 構成 鉄 物 で ある 。 


1) 吉村 豊 文 ; ay . 


OS See 3 ae 


ian ie AC RED a SOIREE RS, 上 に 示し た 主要 な 各々 の 岩石 に つい て その 
KORA OREO AMERICA Lito 


2M 主 な る 塩基 性 火成岩 の 容量 比 


RC ET pg 


I Ais (MARA 37.7%, SRG 33.7% 緑 泥 石 25.5%, 磁 鉄 鉱 3.1%) 
Il AMARA ( 単 斜 煙 石 40.8%, 緑 泥 石 29.8%, AR 15.4%, mea 
10.5%, BEEBE 3.5%) 
Ill Axes (MANE 41.0%, AA 32.2%, AGH 10.2%, REE 6.5% 
BERRI 7.1%, BERGE 3.0%) 
IV ee ee Se eae ree EAR 1 
1.0%, PARA 8.5%, ae ates FEEL 6.4% 
Vv pee RE 45%, BRAG 38.0%, Sere BERGE 4.2%) 
RAG, eR ER COMES 
Se A eee 
6 … PARRA, 7 … REGRBK 


Be 


以上 の 事 か ら 次 の 事 が この 地方 の 主 岩 体 を 形成 し て いる 塩基 性 ・ 超 塩 
性 火成岩 ら つい で 述 べろ こと が 出来 る で あろ う s 

1. 変 緑 岩 は 甚だ し く ソ ーシュ ユル 石化 又は 緑 泥 石化 を うけ て いる 。 

2. 細 粒 変 夷 炉 岩 は まれ に 久 方 煙 石 が 造 岩 鉱物 と し て 加わ つて くる 。 

3. ZH BRAD 多く な り , 和 斜 方 煙 石 が 加わ つて くる よう に な 


4. ZSPERME RT TIA DIL RBH LAH OA SIE, 等 し 
RS eho 
し い 偏 圧 を うけ た 証拠 が ある 。 

5. WERT EHO EE fe 4 OILED DAML KLEBzbLNS, 

6. sR GlILMAAS Ra imEARarte mmc lL CMC, BE 
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Ws, WM TIA), ROREBUED MILB EAAN AA KAM 
SE EYE) (CW WS 
V @EMORBEARS 


前 に 述べ た 塩基 性 ・ 超 塩基 性 火成岩 の 形成 せら れ た 以前 叉 は 略 < 同 時期 
ERE SNK EBAZSNDR JS ARE DO ch CIC BID AIC OV Th 
Pe Lene, GaSe 

1. 千 枚 岩 類 と 共 伴 する 緑色 隆 枚 岩 > D#AILEK LC OMAOBALMO 黒色 千 枚 
iL BRE LCRET SOD CHS. MARL RIEA, 倫 長 石 が 鏡 下 に みとめ られ Ae 
の 強い 岩石 で ある 。 : 

2. falas > DEBE EHO BHR LTS KR, 前 記 の 緑色 
千 枚 岩 と 共 伴 する こと が ある 。 これ ら の 岩 右 を 大 別 す る と 次 の よう に な る 。 

a. WUE SMES = この 岩石 は 緑色 千 枚 岩 と よく 共存 する 。 緑 色 角 際 右 , ソ 
ーシュ ル 石 の 組合 せ で 部 分 的 に 針 状 の 陽 起 石 が 形成 上 られ て いる こと が ある 。 角 際 石 類 
は 角 関 岩 形成 後に る 運動 を うけ た 証拠 を も つて いる 。 

b. UBM EELE EC MGROSHURULONLORKERKT SANT 
ある 。 MEARE, BRE. MIREOMATCHS. MO BALA AMIEAI % 
DtWSBo RZ, MONK ARADEN AS LS5NS> 

c. SEAR BRUOM ROSAS RT HOMME aiclks on 
て 存在 する も の で ある 。 叉 細 粒 , ROMA RARE? AL CO SHARD So a 
fap, BRB. Voy tV Be ERSRORDE LTS. COMOBAOD PICS 
ERG, 7° a. KERR. Voy sve, チタ ン 鉄 鉄 , ロー ソン 石 ! REA, BOR 
右 を 構成 鉱物 と する 変成 相 が 見 られ る 。 

d. 角 関 岩 本 岩 も 叉 西方 地区 の 吉 穴 山 附 近 に 分 布 す る 。 ほ は と ん ど 単 鉱物 より 成り , 
淡 緑 色 角 隊 石 又は 陽 起 石 が 形成 せら れ て いて , BP Cll CEB BBY —Y 2B, Bh 
灸 石 が 加わ つて いる こと が ある 。 

e. Oita 級 憲 な 畑 炒 叉 は 細 粗 の 角 図 岩 に 伴 は れ て いる 場合 が 多い 。 特 に BRED 
分 布 の 目立つ て いる の は 吉 穴 山地 区 の 中 の 東側 に な る 部 分 で 10 セ ンチ メー トル ルー 15% 
ンチ メー トル 位 の 市 を も つて , 角 隊 岩 の 片 理 の 方 向 か 双 は 細 脈 状 に 分 沙 的 な 形成 鉄 物 と 
思 は れる 。An:。~An。。 ANONRAL 黒雲 母 か ら 変 化し た と 思 は れる MEASHRA 
の 問 を うず め て いる 。 和 倖 長 石 は 極め て 新鮮 で 波動 消 光 を 示す の が 普通 で ある 。 こ の ょ よう 
な 分 沙 的 な 産 状 を 示す 曹長 岩 が 塩基 性 岩 の 中 に 僅 長 石 , 黒雲 母 の 組合 せ で 存在 し て いる 
と いう こと を は 本 引 な こと で ある 


VET ces eo 


以上 で ,- 2 OWROET SBAATEML CV SHI « HIRE KAS 
LENE OBAOR DICT SHRREORMAICOVC, その 概略 を 述 


1) ee eran: sar ae 伴わ れる ロー ソン 五角 関 央 について, 地質 学 
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この 地域 に 分 布 し て いる 火成岩 類 は , その 占め て いる 位置 の 上 か ら , 御 
荷 鍵 緑色 綱 入 岩 体 り と 差 え て よい も の で あろ う 。 

これ ら の 火成岩 類 が 現 位 置 を 占め ある に 至 つ た 経緯 は 緑色 千 枚 岩 , fbtS 
類 の 形成 に 引 続 い た いち じ る し い 偏 左 ち も と に ある 条件 が この 位置 に 高 ま 
0, 遂に 現 位 置 を 占め ある よう に な つた も の と 療 を られ る 。 

これ ら の 岩 右 の 裕章 を 占め ある よう に な る 機構 は 現在 の 所 , 明らか が で な い 。 


雇 島 懸 徳 澤 鐘 出産 ベ メ ント 石 の 1 種 * 


Bementite from the Tokuzawa mine, Fukushima Prefecture 


Fy 2k 晴 #— (Haruo Shirozu)** 
JQ YE x Al) (Fumitoshi Hirowatari)** 


Abstract: Bementite, a manganese member of the serpentine 
series, has been found from the manganese deposits of the Tokuzawa mine 
in, the Palaeozoic formation. The mineral occurs as veinlets of very fine- 
grained aggregates traversing the tephroite ores. Color light-brown. Sp. 
Gr. = 2.80. n, = 1.62, n, = 1.65. X-ray powder pattern agrees generally 
with the previous data by Smitheringale (1929), and indicates also 
that the mineral has the similar structure to ‘‘monoclinic kaolin-type 
chamosite’’ described by Brindley. Cell dimensions: a=b/,/ 3 =5.65 
A, b=9.78, c = 7.50, 8 =104.5°. Empirical cell content is (Cag.y, Mgp.09 
Mina, Mntt is, Betta, Feet o:o1) (Sls53 210-35) On-92, (OH) ¢.¢g 0.86 HIZO: 
X-ray powder patterns of some specimens from other localities suggest 
that polymorphism exists within bementites. 


& 

ベ メ ント 石 (bementite) は serpentine の Mn-member と 考え られ て いる 鉄 物 で あ 
つて , tephroite の 変質 物 或 い は neotocite (penwithite) の 結晶 化 生成 物 と し て 産 す 
る こと が 知ら れ て お り , caryopilite 及び ectropite も ほぼ 同じ 鉄 物 と 考え られ て いる 。 


1) ANKUR , 西南 日 本 外 薄 の いわ ゆる 御 荷 録 系 に つい て , 地質 学 雑誌 56, 339~ 
344, 1950 
ANI; 三波 川 変成 の 諸 間 題 , 地球 科学 , No. 6, 63~71, 1951 

* 1958 年 6 月 3 日 , 日 本 伏 物 学会 講演 

“九州 大 学 理学 部 地質 学 教 塞 
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PEW SERINE CHS. 

AHS Ct IMRRGK LL ENG LV GMO BMS FN TCS” WHEL? DOE 
Pits 1952 \c BESO CERRO VY AY BRE ELPA ERR Ze TK 
tnx, その 後 の 研 究 で bementite の 1 種 と 決定 され た の で ここ に 報告 し 御 批判 を あお ぐ 
次 第 で ある 。 

な お , 等 者 の 1 人 が 滋賀 県 五 百 井伏 山 か ちら “マン ガン ブル ー ス 石 ”' と 推定 報告 し た 鉄 
iy”) る bementite に 近い る の で 訂正 を 要する こと が 最近 判明 し て お り , また , BARK 
ASK LU ORES O = RAMRMO 1 っ つと し て 本舗 物 を 認め て いる が が , これ ら に つい て は 
別 報 の 予定 で ある 。 


cme TORR 

Bementite は 1887 年 に K6nig や < よ ょ つて 北米 Franklin Furnace の Trotter mine 
( 亜 鈴 鉱 山 ) か ら は じ め て 記載 され た 。 役 細 な 雲母 状 結 曲 が 集 つて 或 る 種 の pyrophyllite 
に 似 た 外観 を 有 し , calcite に 伴い 産出 し た (分 析 第 1 表 No. 3), 同じ 産地 の 試料 は 
Palache®) < より 再 研 究 さ れ た (第 1 事 No. 4) 。 北米 で は , SOR Washington 州 の 
Olimpic Range (第 1 表 No. 5) 及び 同 州 の Apex Claim の マン ガン 鉄 床 か ら の 産出 
が Pardee®) Rr Smitheringale” < こ < より 報 告 さ れ , Smitheringale は その 際 に X 
線 粉 末 写 真 を 記載 し た (第 2 表 No. 2), 

これ より 以前 , Konig の 最初 の 記載 の すぐ あと に , Hamberg®)(1889) yz k Y Sweden 
の Pajsberg か ら 類 似 鉱 物 が caryopilite の 名 で 記載 され た (第 1 表 No. 6) 。 こ れ は 
BIBER CHA LBA, Bic, Sweden で は 1917 年 に Flink9 が Langban か ら 同 
様 の 化学 成分 で 結晶 形態 を や や 異 に する (MUIR, monoclinic) 鉱物 を ectropite な る 
名 で 記載 し た (第 ユ 表 No. 7)。 

前 述 の Pardeel0) 邊 は Olimpic Range 産 の bementite の 報告 の 際 に , caryopilite 
と ectropite を 比較 吟味 し て , 化学 成分 と 物理 性 か ら bementite と caryopilite は 同じ 
鉱物 で あり , ectropite は 別 の 鉱物 で ある と 結論 し た 。 数 年 後 (1925) に 共同 研究 者 の 
1K Larsen! )\3 ectropite の 光学 性 を 再 検討 し て , bementite.caryopilite.ectropite 
の 3#liACMME#ABLH, bementite の 名 が priority を 持つ と 結論 し , 更に , be- 
mentite が serpentine series の MnO end member な る こと を 暗示 し た 。 


\ 


1) SAS 5 地質 , 45, 91, 1938 

2) ADKIME ; 地質 , 55, 77, 1949 

3) 吉村 豊 文 , AKRAM, 広渡 文 利 : 録 物 , 2, 108, 1955 

4) G. A. K6énig ; Proc. Acad. Philad., 310, 1887: Ref., Zs. Kr., 15, 334, 

1889. 

5) Ch. Palache ; Zs. Kr.,; 47, 581, 1910 

6) J.T. Pardee,-E.S. Larsen and G. Steiger; J. Wash. Ac. Sci., 11, 25, 1921 
7) W. V. Smitheringale ; Econ. Geol., 24, 81, 1929 

8) A. Hamberg; G. Fér. Férb., 11, 27, 1889 

9) G. Flink ; G. For. Forh., 39, 426, 1917 
10) 前 出 11) E.S. Larsen ; Am. Min., 10, 418; 1925 
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1930 年 代 に は bementite の 研究 は 外国 で は 見 当ら ず , 我国 で は 吉村 教授 り (1938) に 
より 加 細 鉄山 に お いて 仁 下 に penwithite の 変質 物 と し て 見 られ る 繊維 状 讐 物 が be- 
mentite と 推定 され た が , 決定 する に 足る 試料 が 得 ら れ な か つ な た 。 

その 後 1944 年 に 北米 Oklahoma の マン ガン 人 鉄 床 か ら neotocite DH Bic k Z felt 
状 集 合 物 と と て bementite を 産 す る こと が 報せ ゼ ぜ られ , 1946 年 に は 英国 Cornwall の 
VY AY IUD 5 OPEMABRES N72? W, 何れ も くわ し い 研 究 は な され て いな い 。 

1952 年 に , Nagy と Bates*) は serpentine group #4 (#S) G, bementite の 
fibrous form は chrysotile に 類似 し , ectropite は antigorite に 似る と 述べ て いる 。 
1954 年 に , Roy? は 種々 の 成分 の serpentine phase の 合成 研究 を 報告 し た が , Mn- 
member が が 得 ら れ な か つた の で , 天然 に お ける Mn-serpentine の 存在 に 任 問 の 余地 が 
DELIMBOWSo 


産 状 と 物理 的 性 質 


ASA © HE Li: 徳 沢 鉄山 は 福島 県 耶麻 郡 早 衛 村 及 び 一 の 木村 の 村 境 附近 に . 在 り , 十 
JEP O DRS v AY SRC, 2 乃至 3 BRAS MS ABV 1952 年 に 徳 沢 鉱山 
の 鉄 石 集積 所 か ら 控 集 さ れ た も の で 産地 の 詳細 は 明か で な い が , tephroite SELLY 
量 の rhodonite, rhodochrosite, garnet@#+jE Army AYE, 黄 礼 色 了 乃至 
淡 礼 色 の 幅 数 mm の 統 密 な 脈 を な す 。 

鏡 下 で は 無色 乃至 淡 黄 色 の 微細 な sericite MUNK OKRA CHOC, HEL YBN 
乃 双 不 透明 に 近い 部 分 と , 脈 状 の 比較 的 粗 粒 な 透 明 な 部 分 と が ある が , 高 倍率 で 見 る と 
洗 濁 部 る 極め て HAZ EAB 7 bementite の 集合 で ある 。 ま た , tephroite の 小粒 が 島 
状 に 所 々 に 残存 し て お り , tephroite の 変質 に よる 産物 な る こと は 任 問 の 余地 な く , ARS 
く 熱 水 作 用 に よる る も の で ある ろう 3。 
比重 は で ググ クス ラー ター に より d=2382 を 得 , 不純 物 と し て 含ま れる tephroite ## 
算 (後述 ) に より 除く と d=2.80 を 得る 。 

届 折 率 は 微細 片 の 集合 な る 胸 正 確 を 期し 得 ら れ な い が , m271-62, 1.771.655 伸長 正 。 
副 い 吸収 の 差 あ る あり, Z>X。 こ れ ら の 講 性 質 は これ まで の bementite と 良く 一 致す る 9。 


14 hm 
Hand picking に より 選別 し た 試料 の 分 析 結 果 は 第 1 表 No.1 の 如 し 。 〇 の 定量 


1) ae 

2) W.E. Ham and M.C. Oakes.; Econ. Geol., 39, 412, 1944 
8) S. A. Russel; Min. Mag., 27, 221, 1946 

4 


D. M. Roy and R. Roy; Am. Min., 39, 957, 1954 

Bementite £487 CHUL Vy Ay BM, 前 に 報告 し た ganophyllite (# 
村 , 百 水 , 広 渡 ; 鉱物 , 2, 108, 1955) が ある 。 両 者 の 識別 は 特に 結晶 が 微細 な 時 
に 困難 で あぁ る が , 多 く の 場 合 に は 屈折 率 で 区 別 出来 る と 思わ れる 。(Ganophyllite 
は bementite より 低く , 2 1.551.57, my 1.57~1.60) 。 正確 に は X 線 粉末 写 
真 に よら ね ば な ら な い 。 


) 
) 
) B. Nagy and T. F. Bates; Bull. Geol. Soc. Am., 63, 1285, 1952 
) 
) 
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Bie 。 ベ メ ント 石 の 化学 成分 及び 比重 
No. 1 2 3 4 5 6 7 
SiO, 31.09 31.28 39.00 | 38.36 S992 36.16 35.02 
NO 2.55 2.65 — | 90.96 1.32 0.35 0.75 
Bes Os 0.10 0.10 = 0.71 — 1.33 = 
FeO 1.47 AS) [3.79] 4.94 4.15 — 5.80 
MnO 50.75 50:37 42.12 | 39.22 41.58 46.46 37.20 
O 0.30 0.31 — — ーー — 
MgO 1.65 Ler 3.83 3.35 4.46 4.80 7.20 
CaO L113 1.17 — 0.62 0.40 0.28 3.59 
ZnO bud. — 2.86 2.93 — = = 
iO as 8.19 8.50 7.90 9.81 8.89 
= 8.44 8.61 7 < 
H,O DI) 2:38 0.49 PbO 0.37|/Na,O 0.12 
| Alk .0.20)55O 1213 
Cl 0.09|S 0.19 
Total 99.52 | (100.00)) 100.00 99.70 | 100.22 99.85 99.89 
Sp. Gr | 282 | 2.80 | 2981 | — | 3.106 P sete Paes hs 
No. 1 福島 県 徳 沢 鉱山 産 . 広渡 文 利 分 析 (1955). 不純 物 と し て tephroite 約 
2Vol1%% を 含む 。 
No. 2 No. 1 の 分 析 値 か ら tephroite を 除き , 再 計 算 に 依 つ て 得 た 徳 沢 bemen- 
tite の 化学 成分 及び 比重 。 
No. 3 Trotter mine, Franklin Furnace, NRSC Konig 
分 析 (1887) . 
No. 4 産地 は No 3 と 同じ 0 G. Steiger (1910) 
No. 5 Olimpic range, Washington, U.S. A. ge. G. Steiger 分 析 (1921) 
No. 6 ‘‘Caryopilite’’. Harstig mine near Pajsberg, Wermland, Sweden 産 
A. Hamberg 分 析 (1889) 
No. 7 “Ectropite’’. Norbotten iron mine, Langban, Sweden#. G. Flink 


分 析 (1917) 


は 三 酸 化 マ ン ガン 銚 の 分 析 に 準じ て 行 つ た 。 H,O(—) の 定量 は , 105°C 加熱 減量 に よ 
りり 行い, HO( 十 ) の 定量 は CaCl, Bre 吸収 させ て 行 つ た 。 試料 に は 少量 の tephroite 
DEAL TH), 顕微 鏡 下 の 推定 で は お よそ 2V1% で ある 。 こ の 量 は 勿論 正確 で な い 


が , bementite と tephroite の 化学 
の 計算 に は ひど い 影 響 は 4 


成分 は 水 を 除け ば 類似 する の で , 次 の よう な 化学 成分 
EV tL BAGS Ae E LCS ENS tephroite の volume 


& 2%, 成分 Mn,SiO,, 比重 4.0 と 仮定 し て , 試料 の 比重 測定 値 d=2.82 か ふら be- 
mentite 自身 の 比重 を 計算 する と , d=2.796=2. 8064, EERO tephro 
wt% と し て , 3.12% を 得る の で , これ に 相当 する 成分 を 第 1S No. 1 の 分 析 値 か ふら 


引き 去り , 有 ド 


F 計 算 し た 結果 は No.2 に 示す 如く で , これ は ほぼ bementite 


と 見 る こと が 出来 よう 。 こ の 値 は これ まで の bementite の 分 析 値 より SiO, が 碁 ヨ 
が 大 体 一 致す る と 言え る 。 


BORE 
学 成 分 (第 1 表 No. 2) か ら , Mn の 一 部 は 0.319% の 〇 を 消化 する 量 だ け 3h 


粉 末 写 真 か ら 得 られ た cell volume, 上 述 の 比重 補 


ite の 


自身 の 成分 


F 少 い 


B 正 値 (=2.80) 及び 化 


CH 
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Zt#AT, empirical cell content +2+H7AL, 
(Cag.1g4M8q.09Mn**4.55 MnP g.ogFe?* 9.14 Fe**5.91) (Sis.55 Alp.s5) Op.92(OH) .25-0.89 H,O 
5.39 atoms _ 3.88 atoms 16.30 atoms 

E70, HME L Cts 

Mn, Si, O,)(OH),-H,O : 
に 近い 。 これ まで bementite の 化学式 と し じ 和 は H.Mn,Si,0,, H,MnSiO,, H,Mn 
(SiO,)』 等 が 与え られ て いる 。 今回 の 結果 は 最後 の 式 に 近い の で ある が , この 点 は ser- 
pentine series の 他 の member と 関連 し て 更に 検討 を 必要 と し よう 。 

第 2 表 ベ メ ント 石 の X 線 粉末 廻 折線 


| No. 1 No. 2 
hkl | a(A) calc. d(A) obs. I obs. d(KX) I > 
601 Rese 7.23 10 
02 3 3.63 7 3.6 h 
| 3.05 w 
130,201 2.800 2.79 “4 2.85 m(wide) 
| 2.70 €.w. 
| 2.56 VW. 
SIG SLA 2.52 5 2.52 m(wide) 
2.425 e.w. 
132,201 [23970 2.38 2 237 v.w: 
| 2.265 e.w 
SII 42.091 2.10 3 2.10 w 
133,202 | 1.960 1.97 1 1.98 ? 
| 1.90 ? 
310,312 L792 1.79 1/2 1.810 w(wide) 
133,204 TZ 1.73 1.735 e.w 
331,060 1.630 1.630 7 1.645 w+ 
330,332,061 | 1.591 1.593 5 1.597 e.w 
1.56 e.w 
| 1.485 1 
| 1.448 1/2B] 1.445 ve 
AOS. ee /2 
1.3922 et /2 
1.365 Peas hess) V.w. 
1.088 1 


No. 1. S/R FER LPE. FeK,(A=1.9373A). カメ ラ 半 径 57.3mm 
No. 2. Apex Claim, Washington, U.S. A. 産 : Smitheringale(1929) に 
よる 。 
h=heavy, m=medium, w=weak, v.w.=very weak, 
e.w=exceedingly weak. 


246 BREEDER SHR 


X @ BRS 真 
化学 分 本 試料 の 1 部 を と つて , Fe Ka #R (A=1.9373A), 半径 57.3mm の カメラ で 
DREBEBB LEE, 20 A か ら 1A OBMCAHS nN SMA MIB 2B No.1 及 
び 第 1 図 No.1 に 示す 如く で ある 。 各 和 廻 折線 は 多少 ぽ は て お り , back ground る 比 


第 1 図 ベ メ ント 石 , “monoclinic kaolin-type chamosite” 及び cron- 
stedtite ORM RA. 

No. 1. (Re HEX 2% v +A. No. 2. Apex Claim pE~ 2% vy } G (Smither- 
ingale!)). No. 3. ‘Monoclinic kaolin-type chamosite’’ (Brindley??). 
No. 4. Cronstedtite (Bannister®?). 


BONE, 結晶 度 が 低い こと を 推定 させ る 。 7.23A RU 3.63A ORM MHI 
し て 比較 的 sharp で あぁ あり, これ ら は serpentine-type ( 或 は kaolin-type) OMIZOER 
面 反射 と 老 え られ , IC OGkMrA serpentine と 同じ 骨組 み を 基本 と する と の 解 恋 を 支持 
する 。 少量 混在 する tephroite OM MIAMDN CoA, 第 2 表 No.2 及び 第 1 
図 No. 2 に は , Smitheringale*) (1929) に よ ょ る Apex Claim 産 bementite の デー タ 
を 比較 の 為 示 し た 。 こ の デー タ は 筆者 等 知 り 得 た 箇 囲 で は 唯一 の bementite の NR 
デー タ で ある が , Smitheringale kz Nike bementite の デー タ と は 必ず し る 断 
定 出来 な いと し て いる 。 両者 を 比較 する と No. 2 に は 7A 附近 の 線 が 無い が , これ は 
AP TEEBNREBEBASN, その 他 の 主要 廻 折線 は 多少 の 差 は あぁ る が 両者 の 間 で 
は ほ ば 三 致 じ て い る 8 

今回 の デー タ を bementite に 関係 の 深い 他 の 種々 の 久 物 の 粉末 デー タ と 比較 検討 し 
た と ころ , 徳 沢 鉱山 産 bementite の 粉末 線 は Brindley に よる kaolin-type chamosite 
の monoclinic form) 及び cronstedtite?) の 粉末 線 と 同じ 型式 で 特に 前 者 に 酷似 する 


1),4) 前 HE 

2),5) G.W. Brindley; Min. Mag., 29, 502, 1951 
G. W. Brindley : X-ray identification and crystal structures of 
clay minerals, Chap. II, 64, 1951 

3),6) A. F. Hallimond and F. A. Bannister: Min. Mag., 25, 441, 1939 


reas tg 
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CteMor, ONb +e 1 & No: 3,-No.4 VEER Leo, Monoclinic kaolin-type 
chamosite に 対し て は ほぼ 7 人 A DJEX (1 枚 の kaolin-type layer) の monoclinic 
cell (2 は a 軸 方 向 の &/3 の ずれ に 相当 する ) が 与え られ て お り ;, cronstedtite に は 単 
結 品 に よる 研究 か ら これ の 3 倍 に 当る Wie 21A Ox (3 layers) の orthohexagonal 
cell BERENS”), MIR bementite ATOMAMA これ ら と 同型 だ と する と , 
2 つの 何れ と る も 同様 に 取り あつ か つて 解釈 する こと が 可能 で ある や 。 し か し な が ら , 徳 
沢 bementite は 極微 粒 で 産 し , 廻 折線 は 結晶 度 低い こと を 暑 示 し て お り , ま づ , 1 
layer cell を 採用 する の が 受 当 と 思わ れる 。 か くし て 次 の cell dimension }, 第 2 表 
に 款 す 如 き 面 指数 が 得 ら れ た 。 そ の 結果 は ほぼ 満足 すべ きも の で 上 述 の 解 宮 は 一 応 交 当 
と 見 る こと が 出来 よう 。 

a=b/,/3 =5.65A 

b=9.78 

6=7-00 

B= lA Sees 
と ころ で , FIR bementite BU ED Apex Claim の bementite は 何れ る 極微 粒 の 
集合 と し て 産 し , Franklin Furnace の original sample と は 外観 示 多 少 異 つて いる 。 
幸い に Franklin 産 bementite 示 手 に 入 つ た の で , ~HOMARERt ROL I4, E 
面 反 射 は 今回 の る の と 同様 で ある が , 他 の 点 は か な り 相 異 す る こと を 知 つ た 。 ま な た 滋賀 
県 五 百 井 鉄山 の bementite REM (前 に マン ガン ブルース ヌス 石 LHR”) も 底面 反射 は 
殆ど 同じ で ある が , 他 の 点 は 上 の 何れ と も 異 る こと を 知 つ た 。 こ れ ら に つい て は 別 報 の 
予定 で ある が , bementite に お いて る も 他 の phyllosilicate 類 と 同様 に polymorphism 
DERE ENED CHS”, 


結 


以下 述べ だ と ころ の 要点 は 次 の 如 ぐ で ある 。 
i) 福島 県 徳 沢 鉄山 の tephroite に 伴う 黄 礼 色 鉱 物 が 化学 分 析 そ の 他 に よ 
り , BE CHKHBAD bementite の 1 種 と 決定 さき され た 。 
ii) 徳 沢 bementite の X 線 粉末 写真 は chamosite の 1 種 (kaolin-type, 


Ol 


1) S. B. Hendricks ; Am. Min., 24, 529, 1939 

2) この 場合 の 31layer orthohexagonal cell と 1 layer monoclinic cell は 幾何 
堂 的 に は 同じ で , 軸 の と り 方 が 異 る だ け は で ある 。 BAIS | layer 毎 に ath Amc —3/a 
だ けず れ て お り , 3 枚 の layer を と る と 前 者 に 一 致す る 。Rhombohedral celi に と 
る こと る 出来 る 。 

3) 前 出 

4) 徳 沢 bementite は Franklin bementite と X 線 的 に か な り 異 る の で , 同じ 名 
で 呼ぶ べき で な いと の 見 方 も 成立 つか も 知れ な い が , Apex Claim OVI HY, WHS 
く こ れ ま で bementite と 呼ば れ た 鉄 物 に 種 種 多少 異 つ た も の が 信 ま れ て いる の で あ 
ろう 。 Caryopilite”, “ectropite” と 共に 再 検討 を 要する 。 bementite の 名 は 
Larsen の 言 ふ 如く , これ ら を 含め て ; kaolin, serpentine 等 と 同列 に 填 か れる ベ 
き で ある 。 
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monoclinic form) と 同型 で あ Pye 
iii) Bementite の 中 に polymorphism 2344 & DER SIS 


終り に , 御 指 導い た だ いた 吉村 豊 文 先生 , #7; Flanklin Furnace # bementite の 
試料 を 上 恵 与 され た 岡本 要 人 郎 先生 に 深謝 申 上 げ る 。 
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Bismuth minerals from Okura mine, Niigata Prefecture 


i JE @§ 3 (Hanzo Gohara)* 


Abstract: Bismuth minerals from cupriferous pyrrhotite ores at 
Okura mine are intimately associated with pyrrhotite, chalcopyrite, spha- 
lerite, chromite and galena. Bismuth minerals are bismuthinite, native- 
bismuth and unknown minerals, probably wittichenite. Wittichenite 
occurs as reaction rims along the boundaries between chalcopyrite and 
native-bismuth. 


1. & 言 


新潟 県 南魚沼 郡 大 倉 鉱山 の 久 石 鉄 物 を 研究 中 , 第 7 鉱床 3 号 需 産 の 鋼 ・ 硫 化 鉄鉱 々 
石 中 に た クロム 鉄鉱 , 磁 硫 鉄 鉄 , 黄銅 鉄 , PURRPASK, AAAS CHOTHEAR, BR 
蒼 鉛 お よび 硫 倉 鉛 鋼鉄 の 存在 する こと を 認め , また 外 の 1, 2 ORMMICHWw TEL EBHK 
物 が 存在 し て , 興味 ある 共生 関係 を 示す の で , (LK SNE RKAOBRENBSORE 
を 記載 する 。 

ERRMIVED 3 RRABS HN, SND} SMMRKAT る の は ※ 印 の 鉱床 
で ある 。 


KA SAIS 7 GAP 3 Bhi 
0 #8 SRR 
0 FO SRR SEGA SE 


2. SME OR 


KERIO GEARS PSA & ELS EES BE LU TORBEN HR~ IR 
状 を な し て 肥 胎 する 。 鉄 床 の 主 体 は これ を 買 く 花彫 図 緑 岩 に 成因 的 に 関係 を 有する 深 , 
PBK HEAR CH SAS, 久 床 全体 の 鉱 化 作 用 の 概要 を 検討 し た と ころ に よる と , つぎ の 
2 段階 より な る と 思わ れる 。 


* 地質 調査 所 鉱床 部 


i 


< 
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1. Orthomagmatic stage, 

2. Hvypo-mesothermal stage 
第 1 の stage A7 OLR, BRK, RAPA, —MORLGR KARE ME pice 
KL, 第 2 の stage で は まず 岩 体 周辺 部 ) お よび 深部 に お いて クロ RR, 磁 硫 鉄 
鉄 等 を 交代 し て = ツケ ル , 蒼 鉛 , モリ ブ デ ン の 鉄 化 作用 が 行わ れ , ニ ツ ケル , BABE 
局部 的 に 濃 集 し , 同時 ある い は その 後 引 続 い て 鉄 ,- 太 素 , BH, HE, 鉛 等 の 硫化 物 , 硫 
塩 録 物 お よび 金 , BRM 0A LUML CRREBRL TBo 


3. 落 鉛 鉱物 に 伴う 磁 硫 鐵 鉱 及び 黄銅 鉱 


蒼 鉛 録 物 は 第 2 の stage の 比較 的 初期 の 生成 に 属し , 7 ao LRG, RRR, BH 
Gh, HAE, BLUBRSEMET SM, と くに 磁 硫 鉄鉱 , 黄銅 鉄 と は 密接 に 共生 する 。 

ここ に 磁 硫 鉄 鉄 , 黄銅 鈴 の 産 状 と 共生 関係 を 概略 述べ る と , 

磁 硫 鉄鉱 は 各 録 床 に 産 し , RROEAERTMMCH SM, 地表 近く で は 2 次 硫化 - 
BE (RG, ARR), 福 鉄 鉄 に 変質 し て いる 。 
磁 硫 鉄鉱 の 産 状 の 主 な る の は , 

1. GRAEBRK7OLRR, BERLGARERL CHAT SIO 

2. BIRCH A7K’ を 成 し , RRA YTV, 7ALRB, BMGe MAT S 


3. gayle CARPRE RL CEB SLO 
4. RREBKL, RAK, 石英 を 伴い 蒼 鉛 人 鉱物 に 交代 され る も の 
5. PAS PICKER, 図 亜 欠 鉱 中 に 島 状 ある い は 滴 状 を な し て 包 豪 され る も の 等 が 
り , これ ら の 他 に 磁 硫 鉄 鉄 は 際 亜 鈴 鉱 , BARK, Hib V7VK, BLUM ML 
も 共生 する が , これ ら と は 多少 生成 時 期 を 暴 に する も の の 様 で ある 。 

黄銅 鉱 る 各 録 床 に 産出 する が , 第 8 鉱床 の 中 央 鉱 体 お よび 第 7, 第 8 鉄 床 の 東 部 の 
鉄 体 に お いて 量 的 に や や 多い 。 そ の 産 状 に は 

1. 磁 硫 鉄 鉄 と 密接 に 塊状 を な し て 産出 し , KIER, 島 状 の 磁 硫 鉄鉱 , BROS 
Ke AAT ZO 

2. PYRESRSK BICHERR, WERE RL CHL, MRA A— 7G, 磁 硫 鉄鉱 を 伴う 3 
も の 

3. 磁 硫 鉄鉱 中 に 火 燃 状 で 包 豪 され る も の 

4. RR CRRA, 石英 , 蒼 鉛 鉱 物 を 随伴 する も の 

5. 早期 鉱物 を 脈 状 に 貧 き 方 鉛 鉱 , & BKMEMET ZO 

等 が あり , BABMIAES > DILAKOMRE AHL, 角 春 状 の クロ ム 鉄 鉱 を 共生 す 
る 。 

EALD PICS RT SLO, PABRCHS— 

AEEBRME FIBRICBU SRMRE LUGPMCHY AREA WERRI SLE 1 
表 の 通り CH So 


4.428 鉱物 
a, 輝 倉 鈴 鉄 本 鉱物 は 三 鉱床 に 認め られ る が 第 8 GLK, 中 央 鉱 体 産 の も の は 極め て 


Buf 
or 
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ME CRET SIRS tho. LALB 9 RRCLAREARAMEMEL TEL, 
第 7 MROLAEMROBRICEY CARE, HEAR, BEAMS LOH 1 図 
の 如き 比較 的 大 きい 結晶 を 産出 する 。 諸 性 質 は 次 の 如 し 。 


第 1 図 Specimen of the bismuth minerals 


a. bismuthinite, b. native-bismuth, c. wittichenite, 


d. chalcopyrite with pyrrhotite and chromite, e. quartz. 


(1), SERE, 研磨 は 比較 的 良好 で , 軟 か く , 爪 で も る 傷 が つき 平滑 な 研磨 面 を うる 。 

(2). 色 , 鉛 自 ~ 青 灰色 を 示し て , 自然 蒼 鉛 に 比 し て 有 選 か に 青 灰 色 を 帯び , 反射 多 色 ! 
性 を 有する 。 
| (3). 異 方 性 , 強い 異 方 性 を 示し 福 灰 色 よ ょ り 暗 灰色 に 談 化 する 。 

(4). BRR, 試験 の 結果 は 次 の 通り で あぁ る 。 HNO, (1:1), HCl (1:1), GiB 
CHE L VOIR C BATS FeCl, (20%) で る も G< RAC BAL WRC BETSR, 
KOH (sat.), KCN (20%) 及び HgCl, (sat.) Cta7\ FRR TUBB A N75 

(5). 鏡 検 分 析 で は 蒼 鉛 が 認め られ , 化学 分 析 の 結果 は 次 の 通り で ある 。 

分 析 値 : 75.85, (%Bi) 17.60, (%S) (BEEN. 分 析 ) 

b. 自然 蒼 鉛 , 自然 租 鉛 は 第 8 SRDS, 第 7 鉱床 , 第 9 鉱床 (3) に 産出 す 
る が , 第 7 GPR CL, 磁 硫 鉄鉱 , BASMGK, 硫 益 鉛 銅 鉱 等 を 伴い RAG ce L TSAO 
傍 に 存在 する も の 以外 は , FEV RETR ORD SVE ASEARBUCHADWALE ( 径 0.00 
Smm +0.001mm) で 産出 し , 第 9 GAPE, 第 8 SKI CIS PAG Otic HEARS d HACE 
する 。 (第 2 図 ) その 性 状 は 次 の 通り で ある 。 ; 

(1). GRRE, FESOAGK E DARD <, 極め て 傷つき 易い ひい の で 平滑 な 研 魔 面 を 得る の る も 容 
5p CTE 6 
(2). 色 , BAB Bet PURRABEAL, PERS IEL CARE BUTS 
RNA EV D PARE CD So 

(3). 異 方 性 , GRUBER EL 双 卓 が 発達 する の を 方 位 の 相違 に より = ニコ ル 下 で 
認め る こと が で きる 。 福 黄色 ょ り 暗 紫色 に 変化 する 。 

(4). 交 触 試験 , HNO, (1:1), HCl (1:1) : で は 急激 に 福 色 より 黒色 に 変色 し , FeCl, 


3 


WG RE OS AE 


se 2 Occurrence of the native-bismuth 


B. native-bismuth. Cp. chalcopyrite 


Ga. galena 


第 4 図 


Bi, bismuthinite, 
Cp. chalcopyrite, 


Ch. chromite Q. quartz.(x 200) 


Occurrence of the wittichenite 


pet, 


tel! 
, 
I 


B. native-bismuth, W. wittichenite, 
Ch. chromite, Q. quartz. 
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(20%) CA BATS, KCN (20%), KOH (sat.), HgCls (sat.) 等 に は 
negative CHA, 

(5). SERAAT CLES EAD So 

C. RRAShsk この 鉱物 は 第 7 BRCARER. MSRM ICHL CARE NS. 
その 産 状 は 黄銅 鉄 と 自然 葵 鉛 の 間 に 限 られ , BREEDS RHMMSICRIC RR, Be 
鉄 を 取 券 き , 2 OHMRMICBOCHEL TWH. COKE SLAM CLARE. RH 
Sk, ARES 2mm で 帯状 構造 を 示し , (第 3 図 ) 結晶 粒子 は 径 0.5mm FAR 
Fo 局部 的 に は 黄銅 鉄 の 粒子 を 取 巻 き , 黄銅 鉄 は 島 状 を 時 し て , MARPRORALTE 
様 な 組織 を 示す も る の る も 存在 する 。 鏡 下 に お ける 講 性 質 は 次 の 通り で ある 。 

(1). GRRE. 鋼鉄 針 で 傷つく が , ARSE, CISL OK, 研磨 は 良好 で ある 
(2). 色 , 多少 青 味 を 有する そる 灰 百 色 乃 双 クリ ー ム 色 を 帯び る 反射 色 を 未 し , Ae 
VERB L CHAOS RIE CH Zo 

(3). AYE, 強い 異 方 性 を 有 し , 暗黒 色 ょ り 暗 緑色 に 変化 する 。 

(4). 容 僕 試験 , HNO, (1:1) に 対し て の み 福 変 す る が 他 の 試薬 に は 侵さ れず , SR 
分 析 で は 銅 , お よび 蒼 鉛 を 認め る こと が で きた 。 

試料 不足 の た め 化 学 分 析 は 行え な か つた が 以上 の 性 質 は 従来 記載 され た ウィ チェ ン 鉄 
(wittichenite) (CAI 4. 最近 中 村 威 り が , 足尾 鉄山 より VA FeV RE MME T 
いる が , それ と も ほ ば 一 致す る 。 し か し HNO, 以外 は 侵さ れ な い 点 等 か な ら で は エン プ 
V7 + (emplectite) の 疑い も ある が , ウイ チェ ン 釣 に 最も 類似 する 。 


BR 
No.8 deposit No.7 deposit | No.9 deposit 

Chromite © O O 
Maguetite © O Oo 
Pyrrhotite @ O Oo 
Arsenopyrite O = ae 
Pentlandite O rue = 
Pyrite O © (SF 
Chalcopyrite ©) © O 
Cubanite Oo ae ss 
Sphalerite © oO oe 
Galena O O = 
Molybdenite © ae au 
Gold a we 9 
Nativebismuth O © Oy 
Bismuthinite % @ O 
Wittichenite =e oO eS 

O 存在 する も の ? FEED RED LID 一 存在 し な いも の 

5. B 約 


< a ae 中 熱 水性 鉄 床 で ある が , 蒼 鉛 鉄 物 は 2 


1) 中 村 威 , HWEIMESE, 54, 177~178, 1948 
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DERARICOABD bt, PEEK, 自然 蒼 鉛 , 硫 蒼 鉛 鉛 鉄 の 三 者 が 共生 す 
る の は 第 7 KK 3 SHOATCHS— 

第 7 BRS SUAMRALERBRE ELL, SROWMBG, PIR, 
BRB AC eS & FRU OAC 5 ASM, 
BED SLL SAAD LAREDO — ECR L CHEM 4 

俗 鉛 鉄 物 の 生成 順序 は , BRASS EEA SA KDE SARASK EASELS 
で き , 硫 蒼 鉛 鉛 鉄 は 黄銅 鉄 と 自然 蒼 鉛 の 境界 た 産 し , 両者 の 反応 に ょ つて 
生成 し た も ゃ も ので, 最も ウイ チェ ン 鉄 (wittichenite) に 類似 する 。 

反応 緑 生成 物 は 足尾 鉄山 産 硫 蒼 鉛 鐘 鍼 に 類似 し , 竹 内 常 彦 , 南部 松 夫 り 
が 示し た 興 蒼 鉛 鉄 の 反応 縁 生成 か が さら に 進捗 すれ ば 硫 蒼 鉛 鋼鉄 も 生成 可能 
EBX ALD 
研究 を 行う に 当り , 地質 調査 所 関根 度 弘 氏 , 岸本 文男 氏 そ の 他 鉄 床 部 の 講 氏 に は 御 援 
助 及 び 御 討論 を 頂い た 。 ま た 化学 分 析 に は 磯野 清 氏 の 御 援助 を 頂い た 。 上 記 の 方 々 に 厚 
く 許 意 を 表す る 。 
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Study on the leucocratic veins from the Higo gneiss, 
Kumamoto Prefecture. 


山 本 博 3 (Hirosato Yamamoto) ** 


Abstract: Kinds of leucocratic veins can be seen in the Higo 
gneiss body, intruded by the Miyanohara granite. 

They have three types in field-occurrence, that is, i) Subparallel type, 
ii) Clean-cut type, iii) Lens-like type. 

By means of the Gorai’s twin method, etc, it is considered that they 
are not the derivatives from the Miyanohara Granite, but are the metamor- 
phic-differentiation-products from the Higo gneiss, partly accompanied 


with rheomorphic phenomena. 


1) 竹内 常世, 南部 松 夫 ; Ha, 38, 121~126, 1954. 
* 日 本 地質 学会 西日本 支部 例会 , 講演 .1953 年 .10 月 
FASE EKER RDFA 
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I. #4 = 

JSR POM “RY の 成因 に つい て は 種々 の 議論 *′ か あり 定説 
は な い 。 む し ろ , 実際 と に は その 地域 の 地質 条件 に ょ っ つて, “MR” も その 場 
に 独自 の 成因 が 成り 立つ も の と 導 を られ る 。 邊 者 は 熊本 県 肥後 語 麻 岩 地 域 
の 研究 途上 に 於 いて , 同 岩 体 中 た み ら れ る " 脈 ” 中 , RIC, か な うり 頻 集 
に 産出 する 優 白 質 脈 に つい て , 2,3 の 事実 を 観察 し た の で , それ を 述べ , 
併せ て 最も 可能 と 開 を られ る 成因 に つい て 言及 する 。 同 学 諸 賢 の 御 批判 を 
FAS 4OCHS, M, 御 指 導 , 御 討 論 を 頂い た 富田 達 教授 , 唐木 田 芳 文学 
TEIC)S < BALE る 。 


Il. # HR 


本 地域 の 地質 3 は , ALS REIL SW-NE FROME DALAL, 
南西 部 に 幅広 く , ALRREBIC FEO THX FRO TVS, AV CHE 19km, 
狭い 部 分 で 5km, 東北 部 延長 は 新 期 火 山 岩 類 に 被覆 き され て いる 。 

と の 岩 体 は 南部 で は 宮 の 原 花 内 岩 体 と た ょ つて discordant, unconform- 
able に 貫 入 さ れ て いる 。 又 北部 で は 間 の 谷 片 岩 体 と 断層 関係 で 接し , その 
間 に 沿 っ て 幅 ユー2m の 蛇 紋 岩 類 が み ら れ る と ころ が ある (宮内 村 , 小 鹿 及 
び 小 平 北 方 ) 。 地 形 的 に 顕著 な 断層 谷 を 形成 する 。 

肥後 語 麻 岩 体 は 構造 的 , 岩 質 的 と 次 の 2 つ に 分 ける こと が 出来 る 。 

1) Gneiss subzone 2) Schistose-hornfels subzone 
1) は 南部 地区 を 占め , 2) は 北部 地区 を 占め て 分 布 し , MS ORRILME 
BY, 又は 局部 的 に 小さ な 断層 で 接する 場合 も ある 。 全般 的 た に,1) は 2) に 
mn ee 
て いる 。1) は た 理 の 走向 , 傾斜 が か かなり 大 きさく, 宮 の 原 花 局 岩 体 に 近接 
FSETATCL N70°E, 70°N 程度 や ある 0 2) ch 1) CHES CHEMIE 
同様 で , 傾斜 は 緩く , 30°N 程度 が 普通 と に み ら れ る 。 

岩 質 的 に は , KO 3 つ に 大 別 出来 る 。 

a) 砂岩 質 岩 石 起 原  b) 石灰 質 砂 岩 起 原 <c) 石灰 岩 起 原 
(LAR AAR, 及び 火成岩 起 原 の も の が 少く , 詞 部 的 に は 変 夷 坊 岩 
ZEAE DFEZET ODS, こ ゝ に は 和 省略 する 。 


1) " 脈 " と は " 不 規 則 波 動 状 に 他 の 岩石 を 貫い て いる 極め て 細い 貫入 岩 体 , 或 は , 
PREFER OVID BD ERIC BBA LAK & OL TALUS SERURO 
岩 体 "(地学 幸典 ) 。 FEO TC, 成因 的 意義 は 有 し て いな い 。 

2) 小 出 博 ; 脈 に つい て , 地質 雑 , 56, 351,~359, 1950. 

3) 山本 博 達 ; 熊本 県 肥後 片 麻 岩 地域 の 変成 地質 , 特に 富田 氏 の “ジル コン 法 ” に つ 
いて , 泌 大 研 報 (地質 之 部 ), 4, 81~95, 1953 
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1 oie] 5 NN 


2S) 6 BS 

3 (MMM 7 CEE 

4 WM 8 (FFF 
@ we © 八代 選 es @ IAHR 
© MAVEH © BE OH# OAKS 


@OamEge OAARW( a7 Rita) O@ tive © 竜 牽 山 片 岩 
@) ‘RAS ⑧ EAM) Eta) © Beha 間谷 片岩 


a) b) c) の 各 代 表 的 岩石 の 性 状 を 記す と , 
1) Gneiss subzone 中 の も の | FIRMED RCD, FAZER CH 
状 構 造 の 不明 な ぁ もの, 及び それ ら の 中 間 の 段階 が あり , 比較 的 各 成 分 鉱物 
VERE C, いづ れ ゃ も 他 形 一 半 自 形 の も の が 多く , HORA LK Abn, 
a) 砂岩 質 岩 石 起 原 (Garnetiferous biotite gneiss) AEA (Angy+;) は 累 帯 構造 は 
軽微, 黒雲 母 は _Al。O。 に 宮 む 赤褐色 種 (7 全 1.635) で , 石英 は 波動 溢 光 を よく 示し て い 
る 。 ア ルカ リ 長 石 は 殆ど み ら れ な いか , 稀 に 間隙 充 塩 的 に みち られ る こと が ある 。 首 格 
Fils EHERIZAZEL (almandine-spessartite series), 美しい 桃色 を 量 す る 。 黒 雲母 は 
円 磨き され た 他 形 の ジル コン を 含有 し , 多 色 性 ハロ ー を 顕著 に 有する 。 他 に 副 成 分 鉱物 と 
し て テバ パタ イト BRREAT SZ, マイ クロ クリ ン , パー サイ ト , ミル メカ イト は 有 有 し な 
黒雲 母 は 部 分 的 に カミ ング ト 石 , 曹 青 石 と 共生 し て いる も の が ある が 稀 で ある 。 


Wo ae 


b) Ake IR (Gneissose amphibolite) #44 (Ans o+;) は RBH ASB 
れず , AAA BEAM + 緑色 種 の 2 種 あり , MBI © = 1.665, (一 ) 2V = 55°2, 
後者 は 21.680, (—) 2V=70°+ で , 他 形 ~ 半 自 形 を 時 する 。 meaAN als BG 
(@ = 1.665, (+) 2V = 60°) と 連 品 を な し て 産 し , MEAARNALRES LOCH 
出す る 特徴 が ある 。 石英 は 褐色 角 図 石 と は 共生 せ ず , 緑色 角 隊 石 と 伴 つ て み ら れ る こと 


256 BBE DER AS 


が 多い 。 
c) 石灰 岩 起 原 (Marble) 大 部 分 が 方 解 石 の 集合 体 (KHA) に 変 つ て いる が , RICE 
色 (肉眼 的 ) OBMRARHAL TAENZLOBSS. 
2) Schistose hornfels subzone 中 の も の : Md SAB 
eas helicite MyYiDBdbn Sd, AMM MRE Gwe 
a) upp ust Jet (Schistose biotite hornfels) @eitHAd < HENtL, Ae Alk 
ee eh oy ee a Ce ee 
1.630, DrayveOeL, 多 色 性 ヘ ハロー が よく み ら れ る 。 TUBA RAMS 
NO CAN S24 PA AU aNeG 
ARE ie (Schistose hornblende hornfels) 石英 は 僅か に あり , アル カ 
ERAN, SEA (ANso~oo) は か な りみ られ , 波動 溢 光 が よく み ら れ る 。 
BORIS & = 1.663,(—)2V= 68° で ある 。 緑色 種 が 普通 で . 福 色 種 は な られ な い 。 
c) 石灰 岩 起 原 (Crystalline limestone) や や 暑 黒 色 の 部 分 が あり , A, 不変 成 示 純 
石灰 岩 様 の も の で ある が , 細い 結晶 質 で 化石 産出 の 可能 性 は 期待 され な い 。 


Til, 優 白 脈 の 産 状 


(S SARILE RE PG, gneiss subzone に より 多く 産出 する 。 そ の 産 
状 に は 種々 の 型式 が み ら れ る が , 次 の 3 つ に 大 別 出来 る 様 で ある 。 
a) 準 平行 型 : 片 麻 着 の gneissosity に 略 平行 な も の で , INIA RARER band を 
部 分 的 に , HEE CML, ZOROMMO lineation は wall rock jm ZACH 
Bo Wis Sem 内 外 で , TOV CABAMS. RH RBPORE band #4) 
る 部 分 で は , 白色 band と 優 白 脈 と の 境界 及び 区 別 ぶ が 困難 な 場合 が 多い 。 
b) 人 銀 交 型 : 片 麻 岩 の gneissosity を 急 角度 で 谷 交 し て お り , 岩 脈 内 の 鉱物 の linea- 
tion は wall rock (rj) の 片 理 に 略 々 平行 な 場合 と , 全く lineation の み ら れ な 

い 場 合 と を が ある 。 この 型 は 宮 の 原 花岡 岩 体 に 接近 し た 部 分 に 顕著 に 存在 する 。 いづ れ 
も , 脈 の 幅 は 50cm~1m 程度 で a) に 上 比 べ て 規模 バボ 一 般 に 大 きく , 幅 の 膨 縮 が 著しい 。 
c) 団塊 型 : FARO gneissosity の 一 部 に , pool 状 に な つて , 団塊 又は , lens ye 
ET Zo 一般 に , その 構成 付 物 は 大 きく 生長 し , ペグ マタ イト の 感 を 受け る 。 形態 は 
0.5x1.0m 程度 の も の で , 両端 は 急激 に 失 減 する も の が 多い 。 構造 性 は み ら れ な い 。 
a), b), c) の も の で , 宮 の 原 花 向 岩 体 と の 接 鯖 部 に み ら れ る も の は , それ に よっ つて 切ら 
れ て いる 。 


iy 


SS 


uy 


IV {2 8 AR © tt 
_ 全般 的 に , monomineralic vein は scale BVIVCH4 Sv, GSzNRASSE 
な も の で ある か が , CHOU COPMBILGHRES, 別 の 機会 と $ う る 


a) MARR 結晶 細かく, gneiss の 構成 鉄 物 と 同 程度 で ある 。 SHARE SL, 
量 的 に , MRE> BRST VAY RAIN, 他 に 少量 の 黒雲 母 ARAB) DECAL 


1) Tectonite 的 性 質 を 云う (lineation, foliation etc.), 


: f 2 A ds 3 os Be Se 

1. SHH GRSER eS RAT) x50 q. Ae, b. BER p. Sez, 
G. Fi. 2. Ta APE (中 山村 原田 ) x50 p. SRA h. fad d. HH 
Ki 3. FRB RAY Ze (HLL ERE) x 50 q. Ax b, BAe. 
3 PARA 4. FP KANRRYY ZEA (甲佐 町 ) x50. hh. 角 関 石 ,.q. GR, p. 
©) ORB. 5. 優 白 脈 の 産 状 ( 砥 用 町 相 塚 瀬 ) M, AW. A, 同左 の 網状 派生 せる る 
2 の 6. 優 自 脈 の 産 状 (宮内 村西 原 ) A, 45a. B, ie OMAHA yo 


bo 
on 


8 7G UE fo OR A SS SS 
<3, WSVER, MAA ANC RES LOT SBAMS TM, 草 的 に は 代 
DCHSo BRM, Tees PRWABMWEL THRAPKASLHS 一 般 に 均質 で , K 
長石 の 成分 は Angst, RPM CHS. <4 727VY, パー サイ ト , ミル メカ 
{ ト は 見 出さ れ な い 。 - 
b) $338 部 分 的 に - 正 閑 部 と 細 半 部 が 不 規 則 に 入り 混 り , その 境界 は 不明 際 で , 
換言 すれ ば, HUNCH So 派生 的 に 納 状 の 細 脈 を 生じ て いる こと が 多い 。 黒雲 往 の 分 
figs, lineation を よく 素 現 し て いる 。 
mance, SEE RN SR 
So SE 五 の 成分 は Anss-ss で , 昧 葵 構造 は 殆ど な く 、, RMT SAH LTH SOO 
が うる 。 7294 be BBSEMONCRACIS6 マイ クロ クリ シン 。 パー サイ トミ な 
x カイ ィ イト は みみ られ な 
c) 団 更 型 全般 的 に 、 HLRE(pegmatitic) ¢, MME LT, 系 長石 が 非常 に 多く 。 fh 
に , GR, TUR gids M5, 叉 これ は , HARE UT MAO HANA (almandine- 
spessartite series) を 有する 。 HNRAIMHARBA ERK, XR. 成分 は Ang5~45 で 
ks マイ クロ クリ ン 。 ペー サイ トト は な られ な い s。 
SOR RAYS ODBMIRCIRTEL, 小 規 模 に 筐 行く され た も の が あぁ る ( 下 


HSo LURAA 
ZW, LOPE! 
矢部 村 高 呉 の 西方 )。 

V 優 白 脈 の 成因 に 関す る 2. 3088 
A) 検討 方 法 
1) Twin method) 年 来 直 提唱 の 双 品 法 を 採用 し て , FRSKPORAR, RUAR 
起 原 と 考え ら る れ 答 の 原 花 内 BONR AICO TRAN L Ro 


第 3 国 A-U-C Diagram (384838) 


U 


FEVER (gneiss subzone 中 ! 
e hornfels subzone 中 ) 


VA 
ny 
で 
J 
ia 
Te 
a ik 
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SE R-> ~~ soe x» . te > x 
1) SEH 1 sample に つき , DROME L, その 平均 を 控 用 た 。 
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we 


r= 
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Twin HB % 
agio-  Alkali- 


Quartz ) pea felgpar | %| % | Albitexs gal ney 


Lz 1 47.1 37.9 15.0 | 29 p| 
3 : ; ; 51 EN ER) 
Piel sea 45.3 23 LP i 62 0 38 
al 3| 50.0 46.3 3.7 Clee Gs 0 | 36 
の | 4\ 45.5 40.5 14.0 Pp 66 ods) |aag4 
‘Vm 5| 367 51.0 12.3 iP 80 Ee 
Be 6 | 43.8 40.8 15.4 G 73 7 eee 7 
7} 3.8) 58.9 12 Ss aE 0 
4 
wot S} 305 | 584] sri faz] Pl 24 i Aes 
oe 2} 32.1 43.3 24.6 127) C 28 0-48 
BE) a\- 445 41.0 175 1251S 42 0 santas 
EA) 263 51.4 22.3 | 23 | P 37 EE 
E900 79 1361 c| 33 O° ae 
sp | 6) 258 | 722] 2.0 fas] s] 63 i rae 
herds 323 471 j 206 |291 C) 75 oy. Jie tego 
8 32.0 521 | 15.9 126] $s 72. 0. eyes 
。 9| 289 53.1 / 18.0 1391 P| 32 Tee aay, 
16), 9S 3. 67.1 | 4.6 | 30 | Cj 78 aes ees et 
. py 


+ PEGE CBM S.-RAB 
2) Quartz-plagioclase-alkali-felspar mode diagram BARD BUAMD tA 
上 , BEBM, ELOZBBEU SYLUFOGRREBCSSDC, Tnth2z, BH, 


BRE, TVAYREDAERABE (BOBIC) し て , 百分率 を 出し , 上 記 王 角 図 


PO ZS > . 

3) ARABS BARK, ZORILBAE, apliteDKR229% An% を 比較 し じ た 。 ; 
B) BB a 
1) 優 白 脈 は C-type の る も の が 0-5% で ある 。 この 5% の も の は , GCE relict 
plagioclase で は な く , 再 結 品物 と 考え られ る 。 

SO BIBEL 比較 する ろ る と か な うり 差異 が 認め られ る 。 Gneiss subzone 中 の も の が 
schistose hornfels subzone 中 の る の より , U-type が 多い 傾向 を 示す が , 2H, 


BIE, HABOMIAUE LV 差異 は みとめ られ な い 。 AZ, An% の 大 小 に よる twin- 4 


type の 差異 る あまり 見 出さ れ な か つた 。 


2) BSRL, 火 成 aplite と は か な り の 相違 が あり , BRS (LO CAMA) 領域 と 


IKBEAABLO PBR. —Mis 拓 成 岩 領域 に BZ, Gneiss subzone 中 の る の が , 
schistose hornfels subzone PN4ZDLYOAKAWMEABICBIL TVS 
UGH, BRO, HAO, RLDRKREPBICRIB. BALTHS. 

| 有 1 An% OKI ESBHA SNE 
3) 優 和 白 脈 の 争 長 石 成分 は , Km aplite, pegmatite の それ と は AY, むし ろ , gra- 
nodiorite, tonalite (KHBNZORIEBA) と 近似 し て いる 。 


結 i 
本 地域 の 優 白 脈 が , BORIBAKD 5b DEAD ARALDEMTC 
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4] - 4—qO Q-P-(A-F) Mode diagram 
Q 


A-F 


へ … 宮 の 原 gr. 口 … 本 地域 産 aplite 〇 … 優 白 脈 (gneiss subzone 中 ) 
x… 優 白 脈 (schistose hornfels subzone 中 ) eats -aplite 


PERK KR K 実線 区 … 砂 岩 区 (?) @- HERA (SRR) 


B5M ARAOKD 


> 


… 官 の 原 SY. 

B.… 優 白 脈 
(実線 … 準 平行 弄 
3 点線 … 斜 交 型 
(破線 … 団 塊 He 

C…aplite( 丁 地域 産 ) 


ある な ら は , 成分 的 に , も つと An% の 少 い , aplite, pegmatite 的 で 
る べき で は な いか と 考 を る 。 こく ゞ で 筆者 ば 次 の 如く HRS, 

肥後 片 麻 岩 の 生成 途上 に お ける 変成 分 化 , 変成 分 結 現 象 と し て , BARR 
( 準 平 行 型 ) 団塊 型 ) を 生じ た が , 局部 的 一 一 主として , 宮 の BER 
に 接近 じ た だ た 部 分 に は , その 後 の 宮 の BE mAAOREAI FES, 圧力 
(iE) RO AOTC, PARI rheomorphic い に な り , これ が 各種 


1) G.E. Goodspeed ; Origin of graintes. Geol. Soc. Amer. Memoir, 28, 55 


~78, 1948. Rheomorphism の 行わ れる 物理 化学 的 環境 に た つい て は 議論 が 多い 。 
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の scale DAAMR (B22) RAVE LOLBAS, LOL, BRORN 
FECL, BORE RMAAD 5D emanation が あつ た か , な か つ だ か は 
不明 で ある 。 従 つて , 各 型 の 成分 RMOE, 及び 鉱物 の 竹 類 ) の 偏 動 が 
1) 変成 作用 の 過程 に お ける 物質 の ェ マ ネー ショ ン (MLE) の 相 異 に ょ 
る ゃ の か Mik 1) rheomorphism © 程度 の 差 ど 基 因 二 る も る のか) Br 
は , i) £ li) の 両者 の 折 裏 され た % ぁ の に 原因 する の か は , 今後 に 残さ れ た 
大 き な 問 題 で ちる 。 


磁 硫 鐵 鐘 中 の 微量 成分 に 就 て (I) 
(AL FR TR Ot EER OR IV) 


Minor components in pyrrhotite (II) 
(Studies on the pyrrhotite deposits in Japan IV) 


武 中 f = (Shunzo Takenaka)* 


Abstract: Minor elements of pyrrhotite from the Chichibu mine, 
Saitama Pref., the Kawayama mine, Yamaguchi Pref. and the Yanahara 
mine, Okayama Pref., was determined by spectrographic methods. 

The results of the qualitative analysis was given and discussed, and 
the conclusion is reached as that these results differ somewhat from those 
which mentioned in previous report and it is difficult to expect qualitative 
difference in trace elements to reflect temperature of ore deposition. 


1 緒 昔 

筆者 は 先 に 磁 硫 鉄鉱 の 分 析 に よる 微量 成分 り の 検出 を 行 つ て , 鉄 床 生成 機構 と の 関 
連 性 に つい て 吟味 を 行 つ た が , 鉛 鉱 床や 満 俺 鉱床 の 場合 の ょ うな 生成 温度 と 微量 成分 と 
の 間 に 存 在 す る 規則 正しい 関連 性 を 発見 する 事 が 出来 ず , た だ 鉄 床 中 に 腺 胎 する 鉄 物 の 
成分 元素 と の 問 に の み 関 連 性 が 認め ちら れる 程度 で ある 事 を 指 適し た 。 

最近 V. C. Fryklund?) 2 R. S. Harner は 磁 硫 鉄 鉄 中 の 微量 成分 特に Co と Niza 
いて 論文 を 発表 し た が , その 考え 方 は 本 邦 の 磁 硫 鉄 鉄 の 場合 に つい て る も 去 分 考慮 に 価 す 
る も の と 考 え , 従来 の 結果 を 再考 する と 共に , さら に 秩父 , WL, MRO 各 鉱 出産 の 磁 
詩 鉄 鉄 に つい て 分 光 分 析 を 行 つ て 検討 を 加え た の で 以下 報告 する 次 第 で ある 。 

3 2 at RH RU D if ik 
本 実験 に 使用 し た 磁 硫 鉄鉱 試料 は 秩父 鉱山 の +10mi より —1200miicH?eSZOO 


* 姫路 工業 大 学 付属 高等 学校 
1) 武 中 俊三 ; BH 38, 218~222, 昭 29 
2) V. C. Fryklund, R.S. Harner ; Econ. Geol 50, 339~344, 1955 
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LYELAOAO, 概 原 鉄山 本 鉱床 , AA, THRRUTEO SERED OO, TALUS 


—20mey, より —ll0micHRSE%eOrR EAL Ko 


— 試料 は すべ て 予め 研磨 し , 反射 頭 微 鏡 下 で 共生 鉱物 の 有無 その 形状 組織 , 構造 , 大 
きき 等 に つき 綿密 に 観察 し た 。 そ の 結果 は 既 述 の 津田 , 本 山 等 と 大 差 な く , OTN 


SASK, 内 亜鉛 鉱 , HEASK, 硫 克 鉄 鉄 及び 脈 石打 が 認め られ た 。 第 1 図 は 河 山 鉄山 鉱石 の 
1 図 


P+ pyrrhotite, Ch : chalcopyrite, 
A : arsenopyrite, G : galena, 
Gn : gangue mineral 

) ow 15mg 

i Sepagee 200V 

iii) 1 次 電圧 80V 

iv) & Vir 4A 

v) 断続 比 1:6 


河 山 鉄山 産 磁 硫 鉄鉱 (x 50) 


顕微 鏡 観 察 結果 を 示し た も の で 
ある 。 

試料 は 径 1 ユ ~3mm BR 
いた も の か ら 拡 大 鏡 下 で 他 鉱 物 
の 混在 し な い 純 当 の 磁 硫 鉄鉱 を 
HL, これ を 環 璃 乳鉢 で さら 
に —200mesh の 細 粉 と し て 磁 
気 選 別 機 に か け , 15mg eer 
CARE aes 

前 報 で は 分 光 方 法 と じ し じ 島津 
$2 QM 型 (小型 ) 分 光 器 に よる 直 
流 連 続 弧 光 法 を 適用 し た が , 今 
回 は さら に 高い 精度 を 期す る た 
DICED BERAROAE 
Re QLー 1708 (KH) ER 
し 交流 断続 弧 光 法 を 行 つ た 。 

撮影 条件 は 以下 の 通り で ある 。 


Viet Aa kang 10h 
vii) 電極 間隔 2mm 
viii) B 出 6min 
ix) 現 & 3min 
x) + = 15min 
xi) Be AR (em AnK ay < 


元素 の 検出 に 際 し て は J. E. Hawley” gs Sudbery Sk l/PEREBEBRGKIZ OV T FO 
TATA CEL, BRIE EO FE BERD ESRB Ca. 標準 永 存 
線 表 と 対比 し , 第 1 表 に 示す 永 存 線 に つい て 検出 し た 。 
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分 析 結 果 は G28 の 如く で ある 。 獲 比 較 の た め J. E. Hawley 等 が 
Sudbery 仮 山 産 磁 硫 鉄 鉄 に つい て 行 つ た 分析 結 果 を 記載 し 対比 し た 。 

3 鉄山 を 通じ て 比較 的 存在 度 の 高い 元素 は Cr, Cu, Zn, Mn, As, Mg, . 


1) J.E, Hawley, C. L. Lewis, W. J. Wark : Econ. Geol,, 46, 149~162, 


1951 


se 1 Fe 
Tt. 3 | wR 長 て A) 元素 | Rw fe (A) 
| 
3321.4 3247.5 
Be ea Cu 8 
on 3349.4 ak 3282.33 
\ 3184.0 3345.0 
ree Le 3014.9 d 
Mn | 2798.3 Pb ey 
ret 3395.4 : He 
Co | {3043.0 Ag a 
| 3002.5 | 
Ni | 13050.8 we foe 
(3414.8 as {2760-6 
een | {2780.19 CAA 
: | 2349.8 Au 2676.0 
g 6.5 
ee ee 
5. | . 2385.76 
2802.7 
Mg | 15869. | “Mo been 
Ba 3909.9 pene 
en as Ge 3039.1 
ie 3082.2 ei {2881.6 
| 2516.1 


CG, cA Co, Ni, Ag, Pb が 続い て いる 。 M TI RO V が 偶々 存在 
Dg 

BOR FICIRZET S HBSR IS AT BET BR OO RORICIRE LEDS, Fe a SE 
BY Te BRE & L CIBAS SSERIED Te EUEBSZ Teg COMICREL Tit 
Auger 及び J. E. Hawley” 等 $ 黄 鉄 鉱 中 の 微量 成分 と し て .. Au, Ag, 
Te, Ti, Cu, Mg, Pb, Zn, Ba, Sr 等 が 黄 鉄 鉄 以外 の , BEPRBA BIC RET 
LL CHEF DHRC EES < MY CHESBLHBL TVS, HOTH 
ROBBICRL TILED RXEADGET SUR YO, VAGUE LED 
CBE CHS, | 

その た め 細 粉 と し た 試料 を 封 敵 で 固め 再 研 魔 し て 混在 鉱物 の 有無 に つい 
て 反射 頭 微 鏡 下 で 観察 し た 結果 , BORG, DRAG, 方 鉛 鉄 等 の 硫化 鉱物 
は X280 倍 率 で 認め られ な か つた が 脈 石 類 は 依然 混入 し て いた 。 

WRB Dt h OIA, AF YN 7TH, 緑 角 石 及び 方 解 右 で 分 析 結 
果 に は すべ て に 共通 し て Si の 線 が 認め られ 叉 前 報 で も 51 が 多 基 に 認め ら 
れ た と 述べ た が これ 等 の Si は 恐らく 磁 硫 鉄鉱 中 に 含ま れ た 元素 で な く て , 
BERGE PICEA TS CNERRMOMMTICE LS < 40244 2b5bNS 


1) J. E. Hawly ; Econ, Geol., 47, 260~304, 1952 
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| Bel Ti] V] Cr] Co] Ni Cal Ag|Zn| Sb| Ba{Mn| Pb| Bi Sn As Mg 
0mS-6 dS x|P x 1X 
河 || 20m 中 =1 SS a SC CR 
~ || —50ms~4 P fee TSOP OPIS SC Re PSD Se a oe 
—s0mS SR ※ Ge iecdlee sc 
iy |) —110mN-1 SK eR ae pals x 
—110mN-2 x Pp IK x|P meio 
(10m SS pee CSS x ox 
Om ER | Sa Gen milo Xe SR 
% || 100m ak: | Me Dak | al Kae 
oe つっ a) ‘<a > r 
is * X|P|PIE ae: x 
—120m14 PISS. Se ESCO < x| x 
4¢ || —120m15 |x |X|) |X 5 ie ea tiscali ele (ser) 3 
ek BN PEP Ria) SO heap oe scx x 
44-1 SOND.) XE RK XA X| x 
6 番 14-19 Se ASR SR x |X x| xX 
72428 x|x|P|X|P|P xx x 
Ht || 15 番 37--26S 3¢ LS ER SC SK x x 
“Fat J 12,21. BC Tes kale nap. Px 
W23 

pg || 久木 4 -N18 > etl Seal nels XS X|X 
久木 4-N28 SOP Se ES X|X ae 
下谷 ※ PI ieee) X x ER 
Sudbery @lj| P | X SO Xl eh So P < lax 
Highland geil ype Siecle NE pe x 

| 


X : Element definitely present. 
P : Element probably present. 


の で Si は 一 応 除外 し た 。 


Goldschmidt) 144 4 vy FHOBA SYM PFOA Bik CLA O BASE 
され る 事 を 示し て いる が , 高温 の 場合 は その 範囲 が 多 小 増大 する と 考え られ る の で 今 そ 
DAA e 20% L BATHS LROBS Fet8 で 0.53~0.8, Fe+? で 0.66~1.0 と 
な る 。 


第 3 表 は 各 元 素 の 荷電 と イオ ン 半 径 及び 鉄 と の 場合 の 置換 に つい て 示し た も の で ある 。 
Cr, Co, Ni, Zn, Mn, Mg は いずれ る も Fet? と 等 電荷 で 且 似 た イオン 半径 を 有 し 容易 に 
置換 し 得る 事 が 推察 され , 当然 その 存在 度 の 高い 事 に 対し 理論 的 な 根拠 を 与え る 事 ボ が 出 
来る 。 叉 Ti 及び V は Feft3 に 捕捉 され , Cu は Fett? に 許容 され 得る 。 いずれ も イオ ン 
の 電 藻 の 差 が 1 を 超え な い 場 合 で ある か ら 一 般 的 規則 に 合致 し て いる 。 

これ 等 に 対し 微量 成分 と し て 存在 度 の 低い 元素 は 第 3 表 か ら 判 有明 する よう に Fet? Z 


1) B. H. Mason ( 半 谷 高久 訳 ) ; 地球 化学 概論 82~83, 121~125, 1954, 
みす ず 書 房 


= pin 
2 
“a 


a a a 交 
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| Bet? と イオ ン 半 径 に 大 きく 差 が あり , LOK BK 
の と 思わ れる 。 


困難 で 格子 肉 に 入り 得 な いる 


第 3 雪 
元 A 荷 電 イィ オン 半径 (A) 原 ia 換 

Be +2 O34 不純 物 (格子 魔 際 性 固溶体 ) ? 

Ti | +4 0.64 Fe+3 yz Hee 
oe 

vy | +4 0.61 Fet3 に 捕捉 
E38 0.65 Fet3 (2 es 

Cr zh} 0.64 Fet3 " 

Co a 0.82 Fet2 7 

Ni =, 0.78 Fet2 « 

Cu 4] 0.96 Fe+2 に 許容 

Ti a5 2 0.83 Fet? yr pe3g 

Pb +2 1.37 

Ag xt 1.13 不純 物 ? 

Cd 1D 1.03. 

Sb 43 0.9 

Ba ポッ 1.43 

Au si 1.44 

Mn 所 0.91 Fet? (ces 
+2 1.32 

Pb { 44 0.84 Fet® に 捕捉 ? 

Bi 13 1.46 

Sn +4 0.74 Fe+3 (cyte 

Mg +2 0.78 Fet? に 擬装 

As a3 0.69 Fet3 yz Hes 

Pt +1 1.38 

Al 8 0.57 

Si +4 0.39 

Ge +4 0.44 

In +3 0.92 


Ag BU Pb は 理論 的 に は 磁 硫 鉄 鉱 の 結晶 格子 に 入る 事 は 極め て 困難 と され る 元素 で 


前 報 で は いづ れ の 鉱床 の 場合 に つい て も その 存在 度 が 低 か 


つた が , 今回 の 3 鉱山 の も の 


に つい て は いずれ る も 多少 存在 し て いる 。 こ れ は sudberyg# lj, Highland surprise gx 


山 及 び Noranda 鉱山 産 の も の に つい て る 同様 な 結果 が 報 
Fryklund 見解 を 述べ て いな い が Pb+4 は その イオ ン ヨ 
半径 の 上 限 値 0.8 に 近い の で これ に 皇 捉 され る 可能 性 が あ 
不純 物 と し て 自然 銀 か 硫化 久 物 と し て か , その いづ れ か と 
は 理論 的 に は 全く 考え られ な い 。 


GtbN, 2nNBAOPl Tis 
Kens 0.84 で Fet®? の イィ イオン 
る と 考え る が , Ag に つい て は 
推察 する 。 結 品格 子 に 入る 事 


ABE UBINIC S ICMAT S LIT WIPO 4 Olt V, Be, Ti が 殆 ん ど 存 
#EL icv. Cr, Co, Cu, Zn, Ag, Mn, Pb, As, Mg は 鉄 床 の 深度 に 関係 
な ぐさ 広範 囲 と 分 布 し て いる が Ni, Sb, Bi, 及び Sn は 一 20m か ら 一 80m 


| 時 近 即 ちゃ 鉄 床 の 略 々 中 央 部 附近 に 集中 する 傾向 を 


Ale GW a5 
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秩父 鉄山 で は Cr, Cu, Zn, Sb, Mn, Pb, As 及び Mg は 深度 に 関係 な く 
下部 か ら 下 部 に わた つて で 分 布 し て いる 。 Be, Ti, V, 及び Sn は 鉄 床 の 下 
部 に 存在 する 可能 性 が 強く , 上 部 で は 認め られ な い 。 叉 全般 を 通じ て Co 
を 欠く の は 著しい 特徴 で ある 。 

APRSKI Cle Cr, Ni, Cu, Zn, Ag, Mg, が 鉱床 の 標高 差 た 関係 な く 広 く 
分 布 し て いる 。Co は 本 鉱床 に の み 存 在 し , THR, AA, 下谷 の 各 鉄 床 に 
は 認め られ な か つた 。 有 叉 下柳 原 と 久木 は 微量 成分 的 に と ょ く 類 似 し た 傾向 を 
ON る OS 

以上 の 結果 を 総括 する と 磁 硫 鉄鉱 中 の 微量 成分 と し て Cr, Cu, Zn, Mn, 
Pb, As, Mg は 鉱床 の 生成 過程 や 型式 や 叉 久 床 の 標高 差 に 関係 な く 一 般 に 
族 く 存在 する 元素 で ある 。 こ れ は 第 征 報 に 発表 じ た も の と よく 三 致 ど で て で い 
る 。 有 叉 1 つの 鉱床 で は 特有 の 微量 成分 が 存在 し , その 深度 と 存在 する 微量 
成分 の 種類 と の 間 に は 若干 の 関連 性 が 認め あら れる 。 


結 a 


UPR (CS [ACL > C BRIER SAGE PD Ae HIS OATH 7a EERE D FF 
光 分 析 的 研究 を 行 つ た 結果 次 の よう な 事 が 判明 し た 。 


(1) 磁 硫 鉄 鉄 中 の 微量 成分 の 種類 と その 生成 環境 と の 間 に HZ ORR 
を 見 出す 事 は 困難 で あぁ る 。 即ち 成 因 や 母 岩 の 種 類 , 生成 温度 , BROCK 
等 が 類似 し て いて も 一 般 に 同種 類 の 微量 成分 が 存在 する と は 限ら な い 。 


(2) 磁 硫 鉱 中 の 微量 成分 で 存在 度 の 高い 元素 は 鉄 床 の 生成 機構 に 関係 
な く , すべ て 共通 し て 居り , それ 等 の 元素 は いずれ を も Goldschmidt の 所 
唱 し た 理論 に ょ よく 一 致し て いる が , この 理論 で は 説明 し 難い 場合 も ある 。 

(3) 同一 鉄 体内 で は 深度 に 無関係 に 広く 分 布 す る 微量 成分 と 或 る 部 分 
に 偏在 する 成分 と が あり , これ 等 の 成分 は 各 鉄 床 た 特有 で ある 。 これ は 同 
一 鉱床 で も その 生成 条件 が 場所 と に と ょ つて な 異 つ て いた 事 を 示し て いる の 


Rese OS 


ARE SEUC ER LC HE 7 BOE DES: & SEU Ze BARSKY GREAT, EGR REL OR EAT 
NE VC Te] SAS ARE OBAGI, 及び 分 光 分 析 装 置 の 使用 を 許可 され て 多大 の 御 援 
助 を 載 い た 富士 製鉄 広畑 研究 所 に 対し て 厚く 講 意 を 表す る 次 第 で ある 。 


ーー 


7848, Ontario 及び Quebec EM 
uraninite } thorianite Robinson, 
oe Ce. Sabina, A Ps 

20 価 の uraninite, thorianite に つい 
で 夫々 の 産 状 を 記し ; X 線 分 光 分 析 を 
行い , 格子 蛋 数 を 決定 し た 。 化学 組成 は 
U,0, 25~73%, ThO, 7~55%, PbO 
IMMA% で ある 。 a は 一 般 に Th OF 
量 に 比例 し て 大 きく な り , その 範囲 は 
5.449~5.564A で ぁ る 。 1000°C < 10 
分 間 加 熱 じ た 試料 に つい て は ;, この Th 
DEEL dy は > M— BERNER A 
Go BR (1) A779 4b, (2) < 
グマ タイ ト と 関連 の ある 方 解 石 一 豆 石 一 

RUA, (3) 交代 変成 作用 を うけ な た 
me 石灰 岩 中 の SOME DHA NS 
(1) に 産 す る uraninite は 10% 肉 外 の 
ThO。 を 含み , ap=5.470A 以下 で , (2) 
に 於 いて は ThO, 10~18%, ay =5.47~ 
5.50A で (3) に 産 す る uraninite yx 
最も ThO。 に 富み (20%. 以 上 ), 大 部 分 
は thorianite に 属し , ag=5.51~5.65A 
で ある 。 (Am. Min.; 40, 624~633, 
1955) [長谷 川 ] 
7849, 新 鉱物 cerianite CeO, Gra- 
amy, A oR. 

Thorianite (ThO,) や uraninite 
(UO,) に 類似 し た Ce の 二酸化 物 CeO; 
BS, 天然 に 産出 する こと が 確 め られ , 新 
mink UC cerianite と 名 ず け られ た so 
これ は Ontarioyi], Sudbury 地方 La- 
ckner Township の 混成 片 麻 岩 に 爽 在 す 
る 病状 石灰 岩 中 に 極 く 僅か 含ま れ て いた 

も の で , _ 半 般 明 の 微細 な 八 面体 結晶 を な 


a 


し て いる 。※ 線 的 研究 の 結果 , 等 軸 品 系 
に 属し (Fm 3m), a)=5.4240.01A の 格 
子 恒 数 を 有する こと が 判り , 又 分 光 分 析 
に よ ょ つて 本 鉄 物 の 化学 組成 は (Ce, Th)O。 
(Ce : Th=16: 1) に 相当 する こと が 確 め 
られ た 。 (Am. Min., 40, 560~564, 
1955) BI] 
7850, ウラ ン 鉱 物 の 研究 (XVD. 
Ianthinite の 変成 鉱物 Frondel, J. 
W.., Cuttitta, F. : ‘ 
Tanthinite 2U0,-7H,O tan TW 
た , ハー バー ド 大 学 所 蔵 標本 中 の , Ka- 
tanga #2, RES RAI OW CHL 
た 。 SESAME BIE ©=1.695, B=1.730, 
y=1.790, 2V=(—)50°, X=c HEE, 
Y=b fifafi, Z=a RAL, 化学 分 
析 の 結果 , 化学 式 は UO。・2H。0 ど な つ 
た 。 本 鉄 物 は , ianthinite の Ut* {7A 
SERIES NC, UT ERR 
eplianthinite と 考え られ る 。X:* 線 粉末 
写真 る 1anthinite と 異 り , ワイ ゼン ベル 
グ 写 真 か ら do=7.17A, bo=11.46, co = 
15.20 が 得 ら れ た 。 単位 格子 中 に 八 分 子 
BEEN, 又 比 重 の 計算 値 は 3.467 CH 
Bo (Am. Min., 39, 1018~1019, 
1954) REL! 
7851, 放射 性 鉱物 の 研究 (VIII). 
Uranophane と ¢ と beta-uranophane 
Gorman, D. H., Nuffield, E. W. 
CaO-2U0,-2Si0,-6H,0 の 化学 式 を 
有する 同質 二 像 鉱物 で ある uranophane 
と beta-uranophane の 各 産 地 の 試 料 に 
つい て , X 線 的 研究 を 行い , 次 の 結果 を 
得 た 。 Uranophane は 単 斜 品 系 , a@o= 
15.87A, b,=7.05, cy=6.66, B=97°15’ 
で 空間 群 は P21/a 又は P2/a, に 属し , 
Z=2 CHS 比重 は 測定 値 3.83, 計算 
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ffi 3.85 で [O10] に 伸び る 針 状 結晶 で あ 
る 。 Beta-uranophane は 単 余 品 系 , a 
=6.64A, bo=15.55, co=14:01, B=91° 
で 補間 群 は P2,/c に 属し , Z=4 CH 
So 比重 は 測定 値 3.90, 計算 値 3.93 で 
[001] に 伸び る 針 状 結晶 で ある 。 (Am. 
Min., 40, 634~645, 1955) [横山 ] 
7852, 新 鉱 物 rabbittite Thom- 
PSO Mie Pe, Weeks, 7A. De) Scher= 
wood, A. M. 

24%, Emery County, San Rafael 
District の Lucky Strike No. 2 鉄山 
mb, Ca, Mg, UO。 の 含水 炭酸 塩 で あ 
SPBMORERE NT. OBRLSS 
AOA Bat ZA 7 v GROUT, 
ASKS iA CRM LE UTEL, 
Tir, MAR CRAIERA SS. 光学 
By Be yk @=1.502, B=1.508, Y= 
1.525, —HHFEIET, 比重 は 2.6, 分 析 の 
結果 , 化学 式 は Cag Mg; (UO。)。 (CO。)。 
(OH),-18H,0 と な つた 。 べ HIRE 
DC = OL OND =23;8 C= 452Z 
=8 で , 8 が 90° (eH MARL BA 
られ る 。 粉末 写真 は , 他 の UO, peepee 
鉱物 より も d が 大 で ある 。 (Am. Min., 
40, 201~206, 1955) [横山 ] 
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7853, Wyoming 帰 北部 Bighorn 
WHORAY TY Pica se BOHR 
Osterwald, F. W. 

北部 Bighorn 山地 の 先 カ ンプ ブリ ア 紀 
の 岩石 に は 次 の 2 系 統 が ある 。(1) 種々 の 
Hike, 角 図 岩 及 片岩 か ら 成 る 古 期 の る 
Do (2) 花 賠 岩 質 岩石 か ら 成 る 新 期 の も 
Do 人 花 賠 岩 類 は 本 地域 の 北 及 び 南 端 に 多 
Wo その 成分 は 極端 に 変化 し , 著しく 混合 
し て 片 麻 岩 質 か ら 塊 状 型 まで あぁ る 。 HIRE 
性 著しい も の は 周縁 に 発達 し , 黒雲 母 に 


富む 包含 物 は BA PISO ARC e 
3 う 狭い 地帯 に ある 。 顕微 鏡 的 観察 か ら カ 
) 長石 は 僅 長 石 白雲 母 を 交代 し て お り , 
石英 は 此 等 三 鉱物 より 後 れ て 生じ で いる 
事 を 示し て いる 。 花 賠 岩 類 は 先 カ タカ ンプ ブリ 
THOT TFA, NAT VIA + RUN 
PCM FNS ie PRIS By HEE 
Be St MBSR LTe SDDCHS0 
つて 本 地域 に は 先 カ ンプ リア 紀 に 2 の 
動 時 期 が あつ た 事 を 示し て いる 。 人 花 憎 
岩 質 岩 石 は 角 関 岩 想 と RRA Aa t 
の 聞 の PT 条件 の critical mineral as- 
semblage を 含ん で いる 。 片 麻 岩 , 花 議 
岩 類 の 化学 分 析 値 を ACFK”^ 正四 面体 
に 投影 する と Bighorn 7 fa FF 03 Balle 
ァ ル カリ 及び SiO, の 附 加 , FeO, MgO, 
MnO の 除去 , CaO, Al,O, RAERU 
て いる 。 Bighorn (EMSAs 部 分 的 に 
mobile に な つた が , BARRA FO PT 
条件 で 古 期 片 麻 岩 類 が 交代 され て 生じ た 
と する 方 が 都合 よい 。(Jour. Geol., 63, 
310~327, 1955) FRE 
7854, 西部 アフ リカ の 先 カ ンプ リア 紀 
花 両 岩 類 の 岩 互 化学 的 研究 Marmo, V. 
西部 アフ リカ の 先 カ ンプ ブリ ア 紀 に 属す 
る , Birrimian 了 花 同 岩 類 の 化学 分 析 値 60 
個 か ら , 分 子 比 に 就 い て SiO。-K。0 エ + 
Na,0: CaO, K,O—Na,O の 関係 =7 
リ 値 に 就 い て al—Si, alk: C 一 fm pam, 
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' Barth の standard unit cell に 於 ける 


カチ オン の 変化 , PEMASE AH reo 
CO ERIS BML 二 つ の 著しい グ 
ルー プ に 分 けら れる 。 此 等 は 夫々 化学 成 
分 上 フイ ィ ン ラ ンド の Svecofennide 造山 
運動 に 伴う synkinematic 及 late- 
kinematic の 花 賠 岩 類 に よ ょ く 一 致す る 。 
後者 は 前 者 に 比べ SiC。, Al。C。 及び テル 
AY St, Barth の standard unit 
cell の カチ オン の 数 は 前 者 は 95 より る も 
KC, 後者 は 95 LYYMNCHS, HE 


A 


i> 


$k = #51 


acme UBER CHS Balt 
| 学 的 に フイ シン ラ ンド の latekinematic 7 
周 岩 類 に 相当 する グル ー プ は 更に ソー ダ 
RECHRL Wc SOM Lica 
区 別 せ られ る 。 (Am. Jour. Sci., 253, 
391~417, 1955) (FRE! 
7855, 花 商 岩 の 位置 の 占め 方 Waiton, 
M 

(EMBO, HMSEOTEREO 
多く が P- 環境 下 の 人 造山 転位 に 続い て ; 
熱 力学 的 安定 度 の 高い 組成 と 形状 に 岩石 
が 近 ず く 過 程 か ら 作 られ る も の で ある と 
云う 差 え 方 か ら 展 開 し て いる 。 高温 高圧 地 
域 で は 固 想 の Fe, Ca, Mg, Of X = BH 
右 構 成 元 素 に 比べ , アル カリ その 他 の 花 
賠 岩 成分 は 次 定 で な い の で , か か る 地域 
に 花 向 岩 構 成 元素 の 相 落 的 移動 を 伴う ポ 
テン シャ ル が 存在 する 。 ポテ ン シ ャ ル は 
拡散 及び 交代 作用 , 叉 は 分 離 液 相 の 生成 , 
移動 , 再 固 結 の 動機 と な る 。 ポテ ン シ ャ ル 
WHET ZBL, 実際 に た どる 過程 を 示す 
事 と は 別 で あぁ る 。 MBS CRI 
られ た 条件 を 決め る 事 と , それ に 厳密 な 
標準 を 作る 事 で ある 。 広域 変成 領域 で は 
花 賠 岩 化 の 証拠 が ある が , BEEN LO 
も 認め られ る 。 多く の 非 変成 領域 で は 花 
OD 殆ど は - 岩 柴 性 に 違い な い 。 TER 
岩 の 代 表す る ェ ネ ルギー レベ ル と , LY 
こま れ た 岩石 の 変成 状態 が 代表 する ェ エネ 
ルギー レベ ル と の 調和 の 度合 の 概念 は , 
交代 性 及び 岩 此 性 過程 の 或 る 限ら れ た エ 
ネル ギー 必要 ] 量 を 決め る 基礎 と な つて い 
Bo 容 間 問題 に は 積極 的 と 消極 的 の 二 つ 
の 見 方 が あぁ る 。 BAO CEL ZRH 
を 花 向 岩 が 占め て , BBL LVKIA 
な い 事 は . 交 代 作 用 の 仮説 に 致命 的 で BH 
り 9 転位 の な い 交 代 作 用 の 証拠 は 岩 此 性 仮 
説 に 致命 的 で ある 。 中 ~ 高 度 の 広域 変成 
誕 用 で は 花 賠 岩 は 普通 の 変成 岩 よ り 移 動 
LAS, AIROBACH LU BASROR 


TRE 示し 易い と 思わ る れ 4。 (Am. Jour. 
Sci., 253, 1~18, 1955) ER! 
7856, 西南 アフ リカ Okonjeje Ox 
成 岩 体 Simpson, E. S. W. 
Okonjeje 火成岩 体 は 西南 アフ リカ 
Damaraland 地方 に お ける Karroo #4 
ROKKEBAO— OC, 直径 Skm 程度 
の イン ゼル ペ ベルグ を お く BEL UCB 
面 上 に そびえ る 。 岩 体 を 構成 する 岩 大 は 
AB 227M LUBE ABE Bb GREER 


BENTHRE TC, 連続 的 に 変化 する 


ソレ アイ トト 系列 の 岩 右 と , RiP aR 
PLUVT ABI Tt VE SFA, 
チン グリ 央 に いた り ;, 更に 岩 脈 状 の アル 
FIVE PAT TT a ea ea) 
AND 2 FO BAAR RI ANS, 
前 者 の 皇 要 鉱物 成分 は 倖 長 石 , BAG, 
AABA, Ha, 黒雲 母 等 で アル カリ 
RA, 石英 は 極 く 少量 で ある 。 こ れ に 対 
LBEO BNET VAY EBA, SHER, 
BA, Mita, MPG, Ant 7x 
FING SCH So ソレ アイ ト 系 列 の 岩石 
11 個 ア ルカ リ 系 列 の 岩 夏 14 RUE 
DT 個 の 化学 分 析 , AIDE 行い , 
EDE-FERD, UNBCOW CBS 
の 提 只 し た 図示 法 に ょ うつ て MEE OW 
程 を 説明 し , この 三 つ の 系 烈 は 唯一 つの 
共通 な 根源 苦 鉄 質 マ グマ か ら , VCR 
AOD LERAGMO 分 別 結 品 作 用 に よ 
つて 生じ た も の で ある と 結論 し て いる 。 
(Trans. Geol. Soc. South Africa, 57, 
125~169, 1954) 「 八 未 ] 
7857, BRAD 理解 を 助け る た め の 実 
Be Bowen, N. L. 

FEACKRE NZ BU SZ EIBE RD OAS EER 
を 実験 的 に 決定 し た 結果 か ら , いか な る 
造 岩 酸化 物 よ りな る 液体 か る 分 別 結 品 
作用 に ょ っ で 出来 る 残 液 は つね に アル カ 
Yo アルミナ, 斑 酸 に むむ 液体 で , 他 の 
酸化 物 は 殆 ん ど 含 まれ な いこ と が HO 


a 
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た 。 但し 酸化 鉄 の み は 例 外 で , 「 残 液 中 に 
る も か な り 含 まれ る こと が ある が , これ が 
eye ns Bev 3 Alt 実験 的 に 確か 
め ら れ で いな いい 。 FEOT I ORG T VA 
リー アル ミナ ー 衝 酸 に 水 を 添加 し た 系 の 
平衡 関係 の 研究 は , すべ て の 造 岩 酸化 物 
か ら 成 る 混合 物 の 残 液 の 組成 を 示す べき 
で あり , その 組成 は ゲー ダ 長 石 , カリ 長 
大 と 石英 が 略 等 量 で ある こと を 示す 。 も 
し る ゃ 花 賠 岩 が 実際 に 従来 考え られ て いた 
様 に , 全て の 酸化 物 を 含む 複雑 な 液体 の 
分 別 結 唱 作用 の 残 液 で ある な ら ば , Teh 
岩 の 組 成 は この 実験 了 的 に 決定 し た 最後 の 
残 液 で 附近 に 集中 すべ き で ある 。 そこ で 
571 {HOE a? ARB OAMTIED 7 
AIRS, Ab, Or, Qz の 3 成分 と し て 
投影 し て みる と , 大 部 の も の は この 残 液 


の 組成 の まわ り に 集中 する の で ある 。 FE 


つて この よう な 一 致 は , Tea sa alte 
卓 作 用 の 残 液 の 結晶 作用 に ょ つて で 出来 た 


と の 仮説 を 支 圭 する も の で ある 。 (Proc. 
Acad. Nat. Sci. Philadeiphia, 106, 
1~12, 1954) 『 八 木 ] 


7858, 3 (HORMIAE ¢ tmMaOER 
Thomson, S. J., Mayne, K: I. 

| 地質 年 数 を 算出 する に AM K% ee 
Av, 鉱物 か ら A を 抽出 する 場合 直接 府 
する 方 法 と ,, 落 剤 を 用 いて 行う 方 法 と の 2 
通り に 就 い て 行い , K Ea K bo 
て 定量 し て いる 。 之 の 結果 に よる と 随 石 
で は Akaba 産 3.8x109 年 , Brenham 
Township pé "3.5x109 年 Monze 産 
1.9x109 年 と 算定 され , Fee Cra 4.9 
x108 年 と 算定 され た 。 興味 ある こと は 
Brenham Township 産 の pallasite の 
鉄 中 に 含ま れる 横 午 石 の 地質 年 数 で , 他 
の 報告 に よる と 岩石 相 の 地質 年 数 が , 金 
BAO 年 数 より 約 10 代 古 く 算出 され て 
いる 。 そ の 原因 は pallasite が 生成 され る 
時 既に 結 品 し た 東 酸 塩 が 未だ 話 融 状態 の 


金属 中 に 含有 され て いた 事 に よ つ て 説明 


xnSEHI_ (Geochim. Cosmochim. 
Acta, 7. 169~176. 1955) (SB! 
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7859, Steep Rock Lake OHER 
UBS Jolliffe, A. W. 

本 地域 に は 下部 か ら pre-Cambrian の 
Steeprock group に 属す る 石灰 岸 及び 苦 
Is, 鉄鉱 層 , KBTEBA RU, BUR 
岩 及 び 水 成 岩 団 層 が 堆積 し , その 後 の 花 
MS ERBOPAICKE)D, 地層 は 短信 人 稚 し , 
多少 の 変質 作用 を 受け て いる 。 鉄鉱 層 は 
主 に 針 鉄 鉱 及 び 赤 鉄 鉄 よ りな り , 他 に 黄 
Rok, Be ES BE, REM, BEES, 
酸化 物 等 を 含む 。 
液 が 断層 の 破砕 部 を 交代 し て 生じ た と 
HR られ た 。 し か し meres 層 位 学 的 に 
Steeprock group の 一 部 を な し , BE 
を 含む 層 の 中 で , BAEZ し い 部 分 は 水 
成 堆 爾 で ある 事 等 を 示す 故 , 鉱床 は 次 の 
如く し て 生成 され た と 考え られ る 。 

鉄 , 満 俺 を 含む 炭酸 塩類 の Hees 
L, その 浸 僕 面 に 風化 残留 物 を 生じ 再び 
沈降 し , 残留 物 の 一 部 は 水 の 作 用 で 運ば 
れ て 大 量 の 含 鉄 物 を 堆積 し , その 後 の 化 
学 的 叉 は 生化 学 的 作用 で 福 鉄 鉄 を 生じ 
た 。 廃 右 中 に は 豆 石 質 紅 土 を 伴う が , これ 
は この 時 期 に 禁 土 質 堆 積 物 の 生成 と 地 如 
隆起 が あつ た 事 を 示す 。 この 堆積 は 鉱 層 
上 毅 の 火 成 砕 居 物 を 生じ た 大 山 活 動 に よ 
つて 終る 。 BKLORCEMARBOR 
人 が あぁ あり, SHIH D BORIC £4 
鉄 鉄 は 針 鉄 鉱 に 変じ , 或 る も の は 赤 鉄 鉱 
VAC KARO BRR LEAR 


Mi VPRO TOR AICTE UR (Econ. 
Geol., 50, 373~398, 1955) [48 


7860, Jamaica, B. W. Il. の ボー 
キサ イト 鉱床 の 鉱物 学 及 び 成 因 © Hill, 
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NY 
Jamaica 島 に は 多数 の ボー キサ イト 録 
床 と テラ ・ ロ ロサ を 伴う 始 新 世 に 属す る 石 
灰 岩 が が 広く 分 布 す る 。 鉄 床 は パイ ィ プ 状 , 長 
い 板 状 或 い は 毛布 状 等 の 形状 を と り , 海 
面 より 250 RD ECE BRRMD Zo 主 
RMDBMIKBL CH SAM, 他 に ベー 
Le, 高 陵 右 , ハロ イサ イト 及び 一 部 は 赤 
鉄 鉄 , 他 は ゲル 状 と 考え られ る 鉄 を 伴う 。 
又 微 量 の 軟 マ ン ガ ン 録 , RRS, 石 
英 , 白雲 母 , ERA, BAA. HRA, 
KWRBSeST BREN EIA 
KBE” BH Orbe net SAN 
40 BRAZSAMK MERE, 0.5 
% 7 Al,O3, Fe,O3, SiO,, TiO, P30, & 
UKE UZABBHBEBERLEL, K 
床 は 次 の 如く し て 生成 され た で あら G6 
即ち 熟 帯 の 二 期 に は , 石灰 岩 は 落 解 され , 
JERR NO USACE 
an, BH, SII YRRE, KBR, 
ER, 粘土 及び ボー キサ イト の 混合 体 を 
HERTZ, BUN ZTO PORK 
BB, RicikKBeaoBet el CRE 


し , MOMENI BRITA BUR こ 


| 性 残 流 が 沈 洋 する 。 か くし て 鉄 床 は 発達 
| する が , も し 脱 汗 酸 作 用 が 急速 に 行わ れ 
7 る 時 は ボー キサ イト 鉄 床 と な り ; 然 ら ちら ざ 
る 時 に に 泥 質 紅 士 を つく る 。 (Am. Min., 
40, 676~688, 1955) [鈴木 ] 
7861, Peru, Atacocha 鉱山 の 地質 
Johonson, R. F. 

当地 域 の 地質 は 石灰岩, 頁岩 , 砂岩 , 
Fx—}) (2Bit~HHEitce) と , これ ら を 
買 く 第 三 紀 石英 宏 山 岩 よ りな る 。 Bis 
FEB VC PEO CAE Te 小 規模 な 交 双 容 曲 
の tension fracture に 支配 され る SMA 
と , 石灰 岩 を 不 規則 に 交代 する 交代 型 の 
2 種 に 分 けら れる 。 構成 鉄 物 は BRA, 
RS, ARKO, LE ORRALR 
Gh, 黄銅 鉱 , ARB, AMM, EM. th 


SOSHok, FLAG, RE, Bits, HER, 
BVY WV, BK AMA, AE, B 
石 ) カオリン , €veVat4 bp REA 
物 等 で ある 。 交信 型 鉄 床 で は HAR, BA 
亜鉛 鉄 が ほぼ 等 量 で ある が , SIRAVSK ER 
CIAAAREAC, WE, チャ ー ト 中 
で は その 品位 が 低下 する 。 母 岩 は 漂白 化 , 
理化 , 粘土 化 作 用 を BSR その 変質 度 , 
範囲 は 極め て 不 規則 で RRO FSET CS 
ら な い 。 Efe, BRO—MLBIE KKE 
化 作 用 が 行わ れ て いる 。 前 記 鉱 物 の 共生 
関係 , 産 状 より 本 鉄 床 は BhS kts (le- 
ptothermal) 鉱床 と 思わ れる 。 (Econ. 
Geol., 50, 249~270, 1955) | 阿部 
7862, 放射 能 酸化 鐵 鉱 に 関す る 厩 究 の 
#@% lLovering, T. G. 

米国 西部 譜 州 より 産 す る BRAILEX 
放射 能 を 呈す る 。 これ は 福 鉄 銃 中 に ウラ 
ン 及び トリ ウム が 含有 され る た めで あ 
る 。 著者 は その 放射 能 元素 の 存在 状態 及 
び 成 因 を 攻 究 する た め に , 62 箇 の 試料 に 
つい て 産 状 ,, 地質 学 的 環境 , «AHR E Polk 
顕微 鏡 的 観察 , オー トラ ジオ グラ フイ ィ イー, 
方 射 能 測 定 , 半 定 量 的 分 光 分 析 , 定量 化 
学 分 析 , REA RU X RRS 
を 行ない 次 の 様 な 結果 を 得 て い る 。 1) 福 
Be ok ch yzjt 0.001~0:7% U, 0.001~ 
416% ThO。 が 含有 され る 。2) 福 鉄鉱 
中 に は 針 鉄 鉱 , 鱗 鉄 鉱 , AGRGK, BRERA 
A BER, 黄 鉄 鉄 等 の 含 鉄鉱 物 が み ら 
nh, VIVRUbYV Aue EUCHRE 
鉄 , 稀 に 鱗 鉄 鉱 中 に 集約 され る 。3) 神 鉄 
鉄 中 の 微量 成分 As, Zn, Co, Mo, Cu, V 
等 は ウラ ン の 量 と 比例 し て 増加 する 場合 
が ある 。4) 福 鉄 鉱 中 の 含 ウ ラン 鉱物 は 2 
次 的 産物 で 初生 の ウラ ン 鉱 物 が 硫酸 深 液 
また は 地下 水 等 の 酸化 作用 で UO, 
(UONSOA LE た は (UO (SO 等 
の イィ オン と し て 落 解 し , これ が 母 岩 及 
び 鉄 の 作用 等 に よる 中 和 作 用 や BARKER 
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化 鉄 に よる 吸着 作用 等 を 蒙 つ て 2 RAY 
ラン 鉄 物 と し て 沈 泊 し た も の と 考え ら 
れ , 一 方 トリ ウム 久 物 は ウラ ン より 酸化 
きれ 難く 従 つ て 落 液 と な つて 流出 する 場 
Ee 少なく GRGA 附近 の 福 鉄 鉱 中 に 残存 し 
た も の で あろ 3 う 3。(Econ. Geol., 50, 186 
7195, 1955) (EA] 
7863, BABAR AKURBIBO 
発光 現象 McDougall, D. J. 

SEA BAC BRUKER GMCs x 
各種 の 発光 現象 が 認め られ る が , これ は 
RMPOBEKAD, 放射 能 等 に 由来 する 
も の で ある 。 これ ら の 現象 が 導 入 岩 体 や 
熱 水 鉱 床 と 密接 な 関係 を 有する 場合 に は , 
その 現象 を BUS ABT SRC LOCH 
量 成分 や 放射 能 の 分 布 状態 を 知り , 併せ て 
岩 体 の 境界 , 鉱床 の 位置 や 規模 等 を 推 宗 , 
究明 する 事 が 出来 る 。 著者 は Quebecg 
PRED OBR PRCA CT 各種 の 発光 現象 
(thermoluminescence, fluorescence, 
cryoluminescence) の 分 布 状態 を 詳細 に 
研究 し , 次 の 如き 興味 ある 結果 を 得 た 。 
a) 発光 現象 は 一 般 に 逃 入 岩 体 , BOK GAR 
の 縁辺 部 に 集中 し て いる が , 発光 農 活 体 
(activator) の 無い 場合 , 或 は 減殺 作用 
(poisoning) の 存在 する 場合 は それ が 認 
め ら れ な い 。 b) fluorescence, cryolu- 
minescence は 微量 成分 , WA 4 tv に 
支配 され る 。 c) thermaluminescence は 
放射 能 に 起因 する も の と 思わ れ , 放射 能 
の 分 布 状 態 , 変質 作用 等 に 密接 な 関係 を 
有 し , 鉱床 の 探 欄 に 有力 な 指針 と な る 。 
d) 特に SAAR, 脈 状 硫化 鉄 床 と 関係 ある 
gia, 噴出 岩 体 が 存在 する 場合 に は , 
“front” と 称す る 高 放 射 能 地 帯 が 存在 
し , この front の 巾 と 鉱床 の 規模 と は 極 
め て 関係 が 深く , これ 等 の 発光 現象 を 調 
べ る こと に よっ つて SAR OD HOA & BB 


度 確認 する 事 が 出来 る 。 (Econ. Geol., 
49, 717~726, 1954) [ 則 脇 ] 


7864, PEXREBPORMLAA (HO) 
西部 パキスタン 第 三 系 上 部 淡水 成層 か ら 
の 産油 Pintold, E. S. 

西部 パキスタン の 油 微 は EKRBLA 
灰 岩 か ら な る 始 新 世 の 地層 中 に 見 られ, 
特に 公海 乃至 半 江 半 淡 水 の 内 海 問 で 生成 
され た と 思わ れる 石灰 岩 中 に 著しい 。 こ 
の 始 新 世 の 地層 を 不 整 合 に 覆う て 中 新 世 
か ら 洪 積 世 まで に わた る Nimadric BL 
呼ば れる 砂岩 Ht, 春 岩 か らち ら な る 厚い 
淡水 成 の 地層 が ある 。 こ の Nimadric fs 
は 背 椎 動物 の 化石 を 豊富 に 含む 。 この 地 
域 の 油田 は 西部 パキスタン の 局 か 北部 に 
ああ "00 も っ SR 
Khaur 油田 の な が 上 記 の Nimadric 層 
の 砂岩 か ら 産 油 し , 地表 か ら 始 新 志 の 地 
層 に 達する .5,400 ROSE COATO 
砂岩 の fissure か ら 石 油 が 出る 。Nima- 
dric 層 は 石油 根源 層 と し て 知ら れ て いる 
どん な 地層 に る も 似 て いな い 。 KERO E 
うに 地表 の 石油 徴候 は 始 新 世 の 地 層 に 圧 
倒 的 に 多い 。 従 つて Nimadric 層 の 石油 
は 恐らく 始 新 世 の 地層 か ら 上 方 に 移動 し 
た も の と 考え ちら れる 。 この 移動 は 断層 面 
に 沿う て 起き た が , 砂岩 中 の 石油 の 分 布 
は 断層 と 直接 の 関係 は 認め られ な い 。 移 
動 は 多分 背 斜 の 冠 部 の crack と fissure 
を 通 つ て 起 つ た よ ょ うに 思わ れる 。 基 の 他 
の 移動 証拠 と し て 次 の 如き も の が WS 
れる 。 油田 戦 水 が 深 さ と 共に HRS BS 
Fo KL 1000 豆 の 深度 の 砂岩 中 の 石油 と 
更に 深い 個 処 の 石油 の 性 質 が 異な り , it 
も この 2 種類 の 石油 は 共に 始 新 世 地 層 中 
の RRO 産油 層 か ら 夫々 発見 され る 
i, Nimadric 層 の 2 FOAMS ¢ 
移動 前 の 性 質 を 示す も の で あろ う 3。 更に 
Dhulian 油田 で は 始 新 世 地層 の 上 部 200 
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‘ ve a 「 * 
> ee Os 


of 


> 


SR $55 


~300 ORD Nimadric 層 か ら 少量 の 重 
FBSA SACS SM, これ は 中 新 世 
上 時 代 に 地表 油 徴 と し て BAW Lee CAE 
成 さ れ た も の で あぁ ろう 3。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol., 38, 1653~i660. 
1954) (AA! 
7865, 1954 年 度 国外 Bik 事情 Gu- 
zman, E. J., Mina U., F., Effinger, 
W.L., King, R. E., Hedberg, H. 
D., Heater, H. D., Kaufman, G. F. 

Mexico: 195348 g: & 1954 4 Fe 
149 の 探 据 を 併 す て 夫々 356 及び 293, 
78% の 成功 率 を 収め , 新 油 田 及 び 瓦 次 
田 27, 新 油 不 56, 既知 油田 の 開発 33 箇 
所 。 大 部 分 の 新開 発 地 域 は 産油 し , 特に 
Golden Lane (Tampico embayment) 
南東 新 油 田 に よる 増産 が 注目 され る 。 産 
類 は 85, 230, 207 バレ ル (oil & dist- 
ilates), 93, 906, 946 (MCF. gas)。 

South America, Caribbean area: 
93, 037, 891 LW, 7% OFS, 前 年 
® 10, 058, 108 バレル, 1.3% we we 
BREA) CHS, 産油 量 増加 で 注目 され る 
の は Bolivia と Chile, 減産 で は Peru と 
Venezuela GHA. 産 額 は Argentina 
(Y.P.F. & other)—29, 572, 086, Boli- 
via—1,695,000 ; Brazil—991,520; Chi- 
le—1,736,248 ; Columbia—39,654,014; 
Ecuador-3,194,310 ; Peru—17,161, 
525; Trinidad—23,628,000; Vene- 
zuela—692,110,105, #+—809,742,808 
(前 年 度 計 756,704,917)。 年 間 試 探 所 
数 は 1,455 (oil), 35 (gas), 364 (dry), 
計 -1,854, 成功 率 . 81。 

Europe: 前 年 と 同じ く 続 いて 20% 
, 日 産 平均 は 87,486 バレ ル (Russia 
PURER < )o 南西 仏 Parentis 油田 が 新 
油田 と し て 注目 され る 。 西独 は 日 産 52, 
340 バレ ル で 引続き 最高 を 保ち , 北西 独 

で は 物 探 (反射 ) に より 不 整 合 下 の 油 夏 


= 2a, 
— 


の 発見 に 成功 。 更に Bavaria の sub- 
Alpine Malasse trough の 断層 地 塊 で 
は 各 2 つの 新 油 , 瓦 其 田 が 発見 され た 。 
FH で は 問題 の ボー 河 Hie CAMA 3 
つが 発見 され , Sicily の Ragusa 7h 
は 前 年 度 発見 以来 , 本 年 末 に は full pro- 
duction に ある 。- pesmi France-3, 
604,129; Germany—19,327,800; Great 
Britain—431,880 ; Italy—537,530; Ne- 
therlands— 6,526,400; 
1,504,856, 2+—31,932,585 (前 年 度 計 
— 26,344,636), MER - ASEM 
独 14, 伊 13, 仏 3 で , 成功 率 は 夫々 
13.7, 44,7.5%, 西欧 総計 で 45 HF, 20.1 
% で ある 。 

Africa: #ij4eR 17,970,916 2 ペル 
BN VOV24 AOD VV Gale DR EE 
は 主として Egypt の Asl 油田 の 減産 
(前 年 5,614;886, 本 年 一 2,403,974) に 
よ ょ る 。 French Morocco *ifAH4, were 
Algeria が 減少 。 本 年 に 於 て も 探 掘 が 進 


Yugoslavia- 


_& Algeria, Egypt, French Morocco, 


Niagara は 特に 開発 され た 。 MAIER 786, 
473 (RCONE CORE, 48' 井 が 稼 行 さ 
れ た 。 試 探 掘 夫 々 69 及び 86, 成功 素 58 
及び 5.6%, 産油 量 は Algeria-570,595 ; 
Egypt-13,785,877, Morocco-88,020, 
瓦 其 は Tunisia--55, Morocco290 (Ay 
SEAR) 6 

Middle East: #4p@%8 998,804,700 
AVM, APR 2,716,460 バレ ル で 
これ まで の 最高 を 示し , 「 前 年 の AHS 
り 291,070. 4440, India, Pakistan, 
Burma で 計 5,733,000, 25 V7 BPE 
15,710"( 前 年 は 13,560), 新 油 田 と し て 
南西 Iraq の Runaila, 北東 India の 


_Nahorkatiya の 2 つが ある 。 本 年 産油 


量 は 夫々 Iraq—228,068,400 Saudi 
Arabia— 347,844,900, Middle— East- 
998,804,700, India~Pakistan~Burma- 


#956 # GW DUR BAH 


5,733,000, 42+1,004,537,700 バレ ル 。 

Far East: 7 甘 発 が 遅れ て いる が 年 
間 約 700 万 バレ ル の 増加 を みた 。 特に 
Indonesia--78,603,026 (前 年 74,332, 
823), Notherlands New Guinea- 
4,041,008(1,750,735) 及び Communist 
China の 推定 1,790,900 (894,250) が 
22LW, 他 に British Borneo--36,377, 
334, Sakhalin 8,000,000, Formose-- 
35,080 及び Japan-2,124,047 (2,101, 
305) で , 8 130,970,495 (123,950, 
881), 327 BR 358,823 SL VCS 
%_ (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
39, 1214~1402, 1955) [加藤 ] 
7866, 2 2 }h| Uinta @# Green 
River BROS FRU #9 Picard. 
M.D.,_ 

Uinta Ayr J MOAR HET SRE 
HER EH CHS. COBMAICIZ 
Red Wash, 
County. Flat Mesa, Roosevelt D&A} 
田 が あり , 主要 な 含 油層 は Green River 
昧 層 で この 累 層 は 盆地 周縁 部 に 向 つ て HE 
に 岩 相 変化 する 頭 著 な 湖 成 の 堆 柄 環境 の 
堆積 物 で ある る こと が わか つた 。 Bra 
相 的 に 下位 か ら @ black shale facies, 
‘Q) delta facies, ③ Evacuation Creek 


T 


Juchesne, Duchesne 


ald Parachute Creek members, @ 
saline facies, (5) sandstone. limestone 
facies と 5 つ に わけ られ ①~③ が Green 
River 4/8, ④⑤ が Uinta 累 層 と し て 
まとめ られ る が ,。 夫々 の 岩 相 区 分 の 特徴 
な は 直接 に 堆積 環境 の 変化 を 反映 し て い 
So KRAVIS, 海 進 期 一 安定 期 一 海 退 
期 と 3 つの 大 き な 古 地理 的 秦 居 を も る もつ 一 
HID 始 新 世 の 堆積 想 で , Green River 
系 層 の 湖 成 堆積 物 は OD で 代表 され る 
が , 地域 的 に 岩 相 変化 が 極め て 著しい こ 
と が 指摘 され た 。 油井 試料 と 野外 観察 資 
料 か ら こ の 湖 成 堆積 相 の 分 布 状 態 , 岩 相 , 


古生物 を 詳し くし ら ご べ 堆積 環境 の 変化 に 
ょ る 岩 相 変化 の 特徴 に つい て 論議 し て い 
4, (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 
39, 75~102, 1955) 店 田 ] 
7867, SRERWOH KL SEOME 
Bader. R. G., 

Gulf of Marine と Pugot Sound の 
PHM Db 採取 し た 65 ヶ の HER HERI 
物 (その 中 43 個 は surface sample, 22 
{atx 13 簡 所 の コア の subsurface sam- 
ple) (LOU CRA LBREWME LK F 
Pee RFE C, 窒素 は マイ クロ 
キー ル ダー ル 洗 で 測定 し 炭素 と BROW 
関 々 係 を 対数 で 表し , その 結果 を Trask 
(1932), Waksman(1933), Grippenberg 
(1934), Wiseman and Bennett (1940), 


Mohamed (1949), Arrenuis (1950), 


Emery and Rittenberg (1952) 等 の 資 
料 を 引用 し て 比較 し た 。 Surface sample 
DRAB BK 4.74%, 最小 0.24%, 
7 161%, 窒素 は 最大 0.58%, 最小 
0.02%, 平均 0.19% で , 対数 で 人 次 函数 
と し て 表わさ れる が , これ 迄 の 各 資 料 と 
HERS S LWA O SBA 広く 変化 し て 
いる 。 Subsurface sample yey g. 5 
の も の で ある が 深く な る に 従 つ て 有機 物 
が 連続 的 に 減少 する 傾向 が み ら れ , また 
C/N ratio は これ 造 一 般 に に 深き の 増加 
に 比例 する と 理論 的 に 結論 され て いる が , 
この こと は 必ず し も あて は まる わけ で な 
いこ と が 指摘 され た 。 この 様 に 同一 地域 
か ら の 試料 で も surface} subsurface で 
は 夫々 全く 異 つ た 関係 を 示し , COMBO 
一 要因 と し て 有機 物 の 供給 量 ・ 有 有機 物 の 
分 解 ・ 懲 生物 の 活動 等 が あげ られ る が 海 
成 堆積 物 の 炭素 の 容 素 の 相関 々 係 は , い 
ろ い ろ な 型 が あり 一 般 的 な 結論 を 求む る 
より も 各々 の 地域 で 本 質 的 に 究明 すべ き 
問題 で ある 。 (Geochim. Cosmochim. 
Acta, 7, 205~211, 1955) (Eg) 


bei 


FRAC 
FAS Fa SF Se i 


fi BE DR KE 


SB=EtnAK 


a 
i at 
> ee 
al 

t 


FR x 


ーー 


FEE RF ADAIR Cita a BK UPRIMA ee ee eee eee 


ZENE OEBREONY FAVTIRABOTRAO 
WA TMAZR HORRY 


Be OWE RUB OT -—bIFATI TZ 


三波 川 


足尾 鉱山 産 鉱石 の 反射 頭 微 鏡 的 研究 1) ( 黄 鍋 鉄 及 び 班 鋼鉄 ) Ly 


束 季 アダ メロ 岩 々 体 の 岩石 学 的 研究 

東北 日 本 第 三 紀 花 内 岩 類 1 エ (和賀 地帯 横 黒 線 沿線 の 花 内 岩 上 類 ) -- 
北部 北上 帳 地 早 池峰 山 附 近 の 岩石 ( 超 塩 基 性 岩 の 変 成 現 象 ) 
UR HHEOWEE ..........00. Not St eee 
福島 県 小野 新町 附近 に see See URS ee ME steak 
AER OA OMMSE ...-... de Ree ok a 
岩手 県 岩泉 町 附近 の ペグ マタ イト 産 パ ー サ イト , FH VER, 


福 鱗 店 及び パイ ロッ クス マン ジャ イト の 化学 成分 .... 
大 峰 鉄山 産 キ ュー バ 鉄 に つい て (岩手 県 大 峰 鉱 山 産 鋼鉄 石 の 
FEA NSN Areas tre 00 RM eels ee 
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発光 石灰 岩 の 応用 地質 学 的 研究 (第 1 報 ) .---- eee eee ee eee 
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大 町 北 一 郎 
北海 道 革 小 牧 市 を 中 心 と せる 海浜 砂鉄 鉄 床 に つい て (1) (ID) ---- {ea LPs 
Z 
Bi AF LUO ARVEBRUSNICE ST 47 a 

BERRY & OUST eh Oho See ee Altre + ape eee aekosrerie ey Cate Miles 
{Ef a ROBE (fa BB 

岩手 県 北 音 地 田 野 畑 花 贈 岩 体 の 多様 性 
岩手 県 北部 北上 山地 田野 畑 花 内 岩 体 の 多様 性 ies = 
HE VF FIO REBIRA OBB AW -0 eee e eee eee 勝 井 義雄 
岩手 県 東 毅 井 郡 大 東町 興 田 産 コ ラン ダム 及び 灰 鉄 本 格 石 …….…… 長 谷川 修三 
新庄 層 群 の 砂岩 粒度 分 析 (1) 一 新庄 盆地 東 縁 部 長沢 地区 一 ………… | 
Pye CS Da IVZ ONC niente oe i oe me ee 3A ORB 
BS UL ASAE VE CEO Lae ME - PEURE AACS (PR) «- ee ROE 
fa ER PEIN GRIER 2 vb GD RB «e+e e ee eee eee fees bes 
PISA AGRO RGAE OW Tce eee eee ee ce eee ences 郷原 eExs 
熊本 県 肥後 片 麻 岩 中 の 優 自 脈 に 関す る 2, 3 ORB.............. UA 博 達 


磁 硫 鉄鉱 中 の 徴 量 成分 に つい て (11) ( 末 邦 磁 硫 鉄 鍼 々 床 の 研究 IV) RE B= 
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故 本 会 々 長 神津 他 祐 先生 , 会 員 動 静 , 昭和 29 年 度 会 計 報 告 , 本 会 主任 の 変更 


質 学 会 東北 支部 総会 記事 , 日 本 鉄山 地質 学会 総会 記事 , 和 寄贈 及び 交換 図書 
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Isotope geology. By K. Rankama. 
Geology of petroleum. By A. I. Levorsen. 
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GNA URE Wenzelite と baldaufite の hureaulite へ の 一 致 

岩石 学 及 び 火 山 学 Kenya, Ruri SRO7 V7) RRS 

Se i GR * Jersey 鉛 一 亜鉛 鉄 床 

石油 RK RS. 原油 , アス フ ア ル ト , 含 油 岩 石 に 伴う ウラ ニウム 及 
びそ の 他 の 議 金 属 
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Bo #6 Bos Al。O。 と 共存 する Fe。0。, TiO, Oak 
会 員 名 28 


, 日 本 地 
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外 48 件 
外 31 件 
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外 27 件 


外 3 件 
外 9 件 


や し て 論じ て いる volcanism の 章 は , REZAIO volcanism の 分 布 を 述べ , この 地域 の 
RENAL SZ magmatic province の 関係 に まで 発展 し て いる 。 イ ンド ネシア 地 
域 は 負 の 重力 異常 の 極め て 高い 地域 で あり , 又 い わ ゆ る “active area” で ある の で , 

柱 似 た 環境 下 に ある 我が国 の 一 般 地 質 学研 究 者, 殊 に 構造 地質 学研 究 者 に と つて は 興 味 
ある 有用 な 参考 書 と な ろう 。 (本文 167 頁 , 発行 所 Martinus Nijhoff, The Hague, 
1954483847, # 1600) (HA) 


Internal structure of granitic pegmatites. By E. N. Cameron, R. H. 
Jahns, A. H. McNair and L. R. Page. 

1939 年 か ら 1945 年 に 至る 7 年 凛 に 行わ れ た BE, Be gm, LigmRu Tagkmo 
調査 結果 を まとめ た も の で , 米国 の 多数 の ペグ マタ イト が 詳し く 説明 , 総括 され て いる 
DC, 良い 参考 書 で ある 。 米国 の 東部 に 見 られ る ペグ マタ イト は 古生代 に 属し , ロ ッ ツキ ー 
山脈 地帯 の マゲ マタ イト は 前 カン ブリ ア 紀 で ある 。 ペグ ゲ グマ タイ ト て と 関係 の 深い 火成岩 は 
ELL Cima, AREY Y = BRULEE C, 又 ペ グマ タイ ト の 大 さき は 大 小 様々 
CHSM, EOLA BN 25 WBE, 厚 さ 1 叶 か ら 5OORECCHS. BITE 
方 別 で 変化 に 富ん で いる が , 概して 板 状 , レン ズ 状 双 は 不 規則 状 の も の が 多く , AATF 
状 ほ は 少 い 。 特 に 結晶 片岩 等 の 片 状 岩 中 の ペグ ゲ マタ イト は その 母 岩 の 構造 に 対し て 整合 的 
VBR LCS KAT TIA PR BOR BER Le RTE, 母 岩 を 交代 し た 
交代 型 の 他 に , 内 部 の 構造 が 周辺 部 か ら 中 心 部 まで 帯 構造 の 発達 し た BHHScCDAU 
られ , 更に ペグ マタ イト の 周囲 か ら , 中 心 に 向 つ て , RMMSxe OB LOM e 調べ 
る と , JU) @RA BR BEE; (2) PRA, BH; (3) 石英 パーサ イト , AE 
Alc Bak ls (RU) 黒雲 母 が 伴う (4) パー サイ ト , 石英 ; (5) パー サイ ト , BR, 
代 長 石 ) アム ブリ ゴナ イィ イト, Me; (6) ARA BE, MRA, (7) BR BE; 
(8) リシア 雲母 , 人 稚 長 石 , 石英 ; (9) 石英 , BRA; 10) BARA ARA VYT 
428, Giz; (11) 石英 の 順 で ある が , この 様 な 革 の 帯 が 全部 備 つ て いる も の は 少な 
Wo 巻末 に 多数 の ペグ マタ イト の スケ ツチ その 他 の 附図 が 付け られ て いる 。 (本 文 115 
頁 , 附図 78, 附 事 5. Economic Geology, Monograph 2. 1949 年 発行 , 1,600 円 ) 
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加藤 @e 今野 弘 島田 SE Be 光夫 SK RE 
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